
雅

『
飛
　
鳥
　
井
　
家
　
譜
』
　
書
　
簡

　
　
　
　
　
　
　
－
鹿
　
持
　
氏
　
家

考系
　
考
　
固
－

　
元
禄
二
年
八
月
、
幡
多
郡
中
村
の
領
主
山
内
大
膳
亮
豊
明
の
改
易
と
い
う
椿
事
が

出
来
し
た
。
こ
の
時
加
持
家
の
当
主
は
六
郎
兵
衛
で
あ
っ
た
。
祖
父
弥
五
左
衛
門

雅
春
以
来
、
中
村
山
内
氏
に
仕
え
、
禄
八
十
石
を
食
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て

た
ち
ま
ち
禄
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。
六
郎
兵
衛
に
は
、
雅
房
、
政
平
、
雅
武
と
い

う
三
人
の
子
息
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
仕
途
を
求
め
て
自
立
を
は
か
ら
な

雅
　
春

鹿
持
弥
五
左
衛
門

鹿
持
仁
右
衛
門

九
三

小
　
　
関
　
　
清
　
　
明

（
人
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雅
春
の
外
孫
利
大
夫
安
治
の
み
は
、
こ
れ
よ
り
先
天
和
二
年
、

高
知
城
下
に
出
て
柳
村
氏
を
称
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
除
き
、
加
持
一
族
の
人
々

は
す
べ
て
路
頭
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。

　
ま
ず
『
飛
鳥
井
家
譜
』
の
関
係
部
分
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

鹿
持
三
右
衛
門
後
号
扶
軒

　
室
真
鍋
三
郎
右
衛
門
女
三
郎
右
衛
門
山
内
大
膳
亮
君
家
臣

　
知
行
二
百
石
後
為
二
浪
人
一
住
江
戸

元
禄
二
年
己
巳
大
膳
亮
君
改
易
之
後
赴
こ
江
戸
こ
几
禄
末
年

仕
二
松
平
甲
斐
守
殿
二
云

　
　
鹿
持
政
右
衛
門
　
後
革
三
右
衛
門
　
実
雅
房
甥
高
橋
段
右
衛
門
也

君
為
“
一
雅
房
養
子
“

　　政

仕平

初
政
庸
　
白
川
左
次
兵
衛
　
後
革
三
右
衛
門

一
松
平
美
濃
守
殿
一
拝
こ
知
行
二
百
石
一

　
鹿
持
藤
助

武享
保
二
年
丁
酉
仕
ニ
榊
原
式
部
大
輔
殿
一
拝
ニ
騎
士
格
一

黒
辞
学
）

安
　
治
（
利
大
夫
）

　
　
鹿
持
六
郎
兵
衛

一
　
ロ
ー

　
　
室
曽
根
小
右
衛
門
女
小
右
衛
門
仕

　
　
松
平
出
羽
守
殿
賜
知
行
二
百
石

貞
享
四
年
丁
卯
仕
二
山
内
大
膳
亮
君
‘

為
二
馬
廻
役
‘
元
禄
二
年
己
巳
大
膳
亮
君

改
易
之
後
為
二
浪
人
一
至
こ
同
郡
宿
毛
‘

寓
“
一
居
斉
原
太
左
衛
門
』
一
一
匹
匹
石
知
行
所

長
野
‘
以
’
有
二
内
縁
之
故
’
也
宝
永
四
年

丁
亥
十
二
月
十
日
病
二
死
于
宿
毛
‘



九
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
こ
の
系
譜
で
は
、
六
郎
兵
衛
は
宿
毛
の
縁
者
に
身
を
寄
せ
て
浪
人
の
ま
ま
で
果

て
、
雅
房
は
元
禄
末
年
松
平
甲
斐
守
に
仕
え
、
政
平
は
松
平
美
濃
守
に
仕
え
て
知
行

二
百
石
を
拝
し
、
雅
武
は
亨
保
二
年
騎
士
格
で
榊
原
式
部
大
輔
に
抱
え
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
拠
る
所
が
あ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
鹿
持
雅
澄
の
編
者
『
飛
鳥
井
家
譜
』
は
、
序
文
と
本
文
た
る
系
譜
と
の
あ
と
に
備

考
の
部
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
人
物
別
に
関
係
資
料
が
あ
つ
め
ら
れ
て
い
。
る
。
備
考
の

後
半
は
「
補
遺
」
で
、
と
の
部
分
は
す
べ
七
書
簡
で
あ
る
↓
六
郎
兵
衛
・
雅
房
・
政

平
・
雅
武
ら
か
ら
利
大
夫
に
宛
て
ち
れ
た
転
の
を
主
と
し
て
十
七
通
で
あ
る
。
ほ
か

に
備
考
の
前
半
に
収
め
ら
れ
た
三
通
が
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
一
一
十
通
の
書
簡
か
あ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
六
郎
兵
衛
と
そ
の
子
息
ら
の
浪
人
以
後
の
消
息
は
、
こ

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
。
｀
゛
・
　
１
　
り
　
い
’

れ
ら
１
　
簡
か
ら
あ
ら
ま
し
う
か
が
わ
れ
る
０
　
で
あ
っ
て
、
右
に
掲
げ
た
『
家
譜
』
の

記
述
は
い
ほ
込
ん
ど
す
べ
て
こ
れ
ら
９
　
簡
に
拠
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
以
下
に
わ
た
く
し
は
、
右
の
す
べ
て
の
書
簡
を
写
し
と
り
、
こ
れ
に
検
討

を
加
え
、
『
家
譜
』
の
記
述
の
当
否
を
た
し
か
め
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
加
持

　
一
族
の
行
く
方
を
た
ず
ね
て
み
た
い
と
思
う
。
書
簡
全
文
を
掲
げ
る
の
は
、
こ
れ
か

彼
ら
に
つ
い
て
知
る
べ
き
唯
一
の
資
料
で
あ
り
、
か
つ
活
字
に
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

‘も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
古
人
の
書
簡
の
例
に
も
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
日
附
に
は
、
ま
れ
に
エ
ト
で
年

を
示
す
も
の
か
お
る
か
、
ほ
と
ん
ど
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
『
家
譜
』
は
こ
れ

を
差
出
人
別
に
し
た
上
で
、
年
代
順
に
並
べ
て
い
る
と
見
え
る
か
、
い
ず
れ
の
年
で

あ
る
か
は
示
さ
ず
、
ま
た
一
箇
所
だ
け
は
排
列
を
誤
っ
た
と
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
わ
た
く
し
は
人
物
別
の
枠
を
は
ず
し
、
す
べ
て
を
年
次
の
順
に
し
て
番
号
を
つ

け
た
。
書
簡
の
文
章
に
は
句
読
点
を
加
え
、
ま
ま
振
仮
名
を
つ
け
、
袖
書
・
添
書
は

　
一
宇
下
げ
て
本
文
の
あ
と
に
記
す
こ
と
化
し
た
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
マ
マ
な
ど
書

き
加
え
た
。
『
家
譜
』
に
は
数
本
か
お
る
か
、
こ
こ
に
用
い
る
の
は
、
高
知
県
立
図

書
館
で
焼
失
し
た
『
土
佐
史
料
』
所
収
本
か
ら
の
写
本
（
筆
者
蔵
）
で
あ
る
。
誤
写

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
若
干
あ
る
が
、
一
部
分
を
の
ぞ
き
、
他
木
と
校
合
す
る
い
と

ま
が
な
か
っ
た
。
明
白
な
誤
写
は
正
し
て
お
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
１
　
簡
の
あ
る
も

の
は
、
現
存
（
長
崎
氏
蔵
）
す
る
。
わ
た
く
し
の
見
る
こ
と
を
得
だ
の
は
二
通
で
あ

　
　
　
　
書
　
簡
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七
年
九
月

土
佐
守
殿
屋
敷
迄
之
便
に
一
筆
致
啓
上
候
。
先
以
其
表
御
静
謐
、
貴
様
弥
御
堅
固

二
御
勣
可
被
成
と
珍
重
二
奉
存
樅
。
当
地
相
替
儀
も
無
之
候
。
。

「
其
以
来
は
久
敷
絶
１
　
間
、
疎
遠
之
至
二
打
過
中
候
。
　
私
儀
去
々
暮
帰
国
以

・
後
、
蕨
岡
二
引
範
罷
在
、
自
去
暮
出
仕
中
候
。
大
膳
発
足
以
後
は
又
蕨
岡
に
罷
有

　
　
　
　
　
１
　
　
１
　
　
　
ｊ
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

候
ニ
、
付
、
便
宜
を
も
不
得
求
、
去
秋
預
貴
札
齢
御
良
１
　
さ
へ
不
仕
、
。
無
音
背
本
意

　
　
　
　
　
り
　
・
　
　
　
‘
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

申
候
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
ー
、
当
春
同
名
仁
左
衛
門
罷
登
候
節
、
御
尋
申
候
様
ニ
と
中
聞
候
得
共
、
上
方
二

而
一
切
隙
無
御
座
、
御
見
廻
も
不
得
中
上
候
由
申
越
候
。

　
一
、
去
年
之
御
書
中
二
被
仰
下
候
御
先
祖
祭
日
之
儀
、
毎
年
七
月
十
五
日
に
、
安

並
村
之
鳥
首
と
中
所
へ
人
民
集
、
安
並
殿
ま
つ
り
と
申
、
新
物
三
方
な
と
そ
な

へ
、
は
な
と
り
と
中
踊
を
仕
候
。
神
社
は
無
之
候
。
但
近
年
ハ
、
国
中
踊
相
撲
禁

制
被
中
付
候
二
付
、
其
印
迄
を
仕
候
。

　
一
、
弥
五
左
衛
門
存
生
之
節
、
与
州
へ
証
文
求
二
遣
候
者
ハ
、
当
所
之
商
人
仁
兵

衛
と
中
者
二
面
御
座
候
。
其
者
は
疾
相
果
申
候
。
私
覚
ち
か
へ
候
而
、
自
江
戸
之

書
中
二
家
来
之
者
と
申
進
候
牛
。

　
一
、
宮
ノ
下
二
而
証
文
所
持
仕
候
者
ハ
老
人
夫
婦
二
而
、
子
も
な
き
者
二
而
御
座

候
。
安
並
殿
御
系
図
ヲ
曲
物
二
入
、
上
座
二
高
つ
り
、
夫
婦
之
者
朝
暮
致
拝
候

由
、
仁
兵
衛
物
語
仕
候
付
、
翌
年
仁
兵
衛
を
求
二
遣
候
得
者
、
伊
達
遠
江
守
殿
衆

　
二
借
申
由
二
而
、
見
せ
も
不
仕
候
故
、
無
甲
斐
、
仁
兵
衛
戻
中
候
由
、
仁
右
衛
門

申
候
。
併
久
敷
儀
御
坐
候
得
は
、
分
明
ニ
ハ
党
不
申
候
。
猶
期
後
音
之
時
候
。
恐

惶
謹
言
。



　
　
九
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
六
郎
兵
衛

　
　
　
安
並
忠
兵
衛
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
（
添
書
）
猶
以
同
名
仁
右
衛
門
、
于
今
存
命
中
候
。
以
書
状
可
得
御
意
候
得
共
。

　
　
老
衰
故
不
任
心
底
候
間
、
同
前
二
申
達
候
様
ニ
と
申
付
候
。
以
上
。

　
こ
れ
は
中
村
郷
蕨
岡
村
に
住
む
加
持
六
郎
兵
衛
か
ら
、
安
並
忠
兵
衛
に
送
ら
れ
た

書
で
あ
る
。
年
代
は
延
宝
七
年
か
。
仁
右
衛
門
（
六
郎
兵
衛
父
正
知
）
が
老
衰
な
が

ら
存
命
と
あ
る
の
で
、
そ
の
歿
年
（
『
家
譜
』
に
よ
る
と
貞
享
四
年
）
よ
り
や
や
前

の
こ
。
と
と
思
わ
れ
る
。
「
大
膳
発
足
」
と
あ
る
大
膳
は
六
郎
兵
衛
の
主
君
山
内
大
膳

亮
豊
明
で
、
そ
の
江
戸
へ
の
発
足
に
つ
い
て
は
、
『
中
村
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
延
宝

七
年
二
月
初
と
元
禄
二
年
二
月
二
十
八
日
と
の
二
回
か
知
ら
れ
る
。
書
中
の
「
大
膳

発
足
」
は
、
元
禄
二
年
の
そ
れ
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
延
宝
七
年
の

を
さ
す
と
す
べ
き
で
あ
る
。
文
面
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
書
の
書
か
れ
た
の
は
、
大
膳

発
足
以
後
そ
れ
ほ
ど
年
月
を
経
て
い
な
い
ら
し
い
。
延
宝
七
年
九
月
の
書
簡
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
文
中
に
「
近
年
は
国
中
踊
相
撲
禁
制
」
の
句
が
あ
る
。
野
中
兼
山
が
踊
相
撲
を
禁

じ
た
こ
と
は
名
高
い
か
、
そ
れ
は
「
近
年
」
の
こ
と
と
は
言
え
ず
、
寛
文
の
改
替
以

後
は
か
え
っ
て
禁
制
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
る
に
『
藩
志
内

篇
』
所
掲
延
宝
元
年
八
月
二
十
二
日
の
「
御
国
中
在
々
掟
」
の
中
に
。

　
一
、
従
先
年
有
来
雖
為
祭
礼
踊
相
撲
い
よ
く
停
止
之
事
。

の
一
条
が
あ
る
。
書
中
に
、
国
中
踊
相
撲
禁
制
の
た
め
祭
礼
も
形
ば
か
り
と
な
っ
た

と
あ
る
の
と
、
符
節
を
合
す
る
か
如
く
で
、
こ
の
書
簡
を
延
宝
七
年
の
も
の
と
す
る

考
え
を
助
け
る
。

　
安
並
忠
兵
衛
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
「
当
春
同
名

仁
左
衛
門
罷
登
候
節
」
以
下
の
文
に
よ
れ
ば
、
忠
兵
衛
は
こ
の
時
上
方
に
い
た
。
「
土

佐
守
殿
屋
敷
迄
之
便
に
一
筆
致
啓
上
候
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
京
都
に
い
た
の
で
は

な
い
か
。
彼
の
出
身
地
は
安
並
村
で
、
安
並
殿
ま
つ
り
の
記
事
に
よ
っ
て
、
そ
こ
の

豪
族
で
あ
っ
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
先
祖
祭
日
や
系
図
に
つ
い
て
の

九
五

「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
固
－
（
小
関
）

忠
兵
衛
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
た
返
書
で
、
’
そ
の
控
が
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
（
以
下
の
書
簡
に
。
お
い
て
も
、
先
祖
書
が
話
題
に
上
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

そ
れ
は
武
士
の
関
心
事
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
に
触
れ
た
書
簡
が
、
保
存
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
）

　
同
名
仁
左
衛
門
と
あ
る
の
は
だ
れ
か
、
不
明
。

　
中
村
山
内
氏
断
絶
以
前
の
書
簡
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
二
年
九
月

同
姓
弥
五
左
衛
門
貴
様
へ
参
候
条
、
一
書
致
啓
上
候
。
先
以
貴
様
弥
御
無
事
ニ
、

御
役
儀
前
体
二
御
勤
被
成
候
段
、
珍
重
奉
存
候
。
此
方
無
事
二
罷
在
候
。
川
崎
ニ

も
一
段
御
無
事
二
而
、
伊
三
郎
殿
も
は
や
公
儀
を
被
致
、
佐
賀
な
と
へ
仕
出
、
中

村
二
而
我
等
方
へ
も
御
取
寄
候
而
対
面
仕
、
悦
申
候
っ
る
。
此
度
の
ら
ん
ニ
付
、

孫
介
殿
文
蔵
殿
両
人
、
中
村
へ
追
付
御
見
廻
被
下
御
引
廻
し
給
候
っ
る
。

一
、
銀
子
四
拾
三
匁
、
書
状
壱
通
、
並
浅
井
五
郎
右
衛
門
殿
ぷ
添
状
有
、
右
者
井

上
太
郎
右
衛
門
殿
御
下
横
目
茂
兵
衛
、
中
村
御
用
二
付
参
候
節
持
参
、
儲
二
請

取
、
則
手
形
相
渡
し
申
候
っ
る
。
能
折
節
過
分
之
銀
子
を
被
下
、
於
于
今
数
々
之

家
内
共
餓
死
不
仕
、
存
分
二
中
村
を
立
の
き
申
段
、
外
聞
と
申
、
此
上
者
貴
様
御

影
二
而
、
何
方
二
成
共
立
伴
ノ
き
可
申
と
、
大
慶
不
過
之
候
。

一
、
爰
元
侍
中
我
入
難
儀
者
角
別
、
殿
様
方
御
無
心
千
万
、
乍
恐
語
言
二
絶
申
候
。

次
二
侍
中
中
村
を
立
の
き
、
方
々
へ
打
ち
り
申
候
所
ニ
、
私
儀
者
曽
祢
十
兵
衛
此

度
情
を
出
し
候
て
、
入
野
の
内
加
持
村
へ
連
越
、
小
左
右
衛
門
住
居
二
罷
有
候
。

十
兵
衛
力
外
二
苗
名
中
二
我
等
類
共
か
す
く
有
之
候
二
付
、
先
々
迄
渡
世
の
才

覚
た
た
今
談
合
と
見
へ
申
候
。
然
共
い
ま
た
米
か
ね
者
く
れ
不
申
候
二
付
、
貴
様

御
見
次
を
以
、
今
日
迄
何
方
へ
も
無
心
ハ
不
冲
候
。
弥
五
左
衛
門
罷
帰
候
節
、
十

　
　
　
曽
右
衛
門
引
廻
申

兵
衛
方
貴
様
右
御
礼
状
壹
通
御
越
可
被
下
候
。
外
二
類
共
方
へ
も
、
御
加
筆
御
礼

奉
頼
候
。
私
儀
、
以
来
迄
永
々
加
持
村
二
住
居
仕
候
段
い
か
が
可
仕
哉
と
存
、
内
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談
最
中
二
而
罷
在
候
間
、
重
而
住
所
相
定
候
て
、
追
々
可
中
進
候
。
多
分
鴨
川
村

　
へ
参
、
左
次
右
衛
門
と
一
所
に
居
可
申
か
と
存
よ
り
中
候
。
弥
五
左
衛
門
口
上

　
ニ
、
御
咄
可
仕
候
間
、
書
中
ニ
ハ
不
得
中
候
。

　
一
、
関
内
儀
此
度
江
戸
二
相
残
申
段
、
悦
申
候
。
此
方
へ
罷
下
候
ヘ
ハ
、
弥
我
等

　
難
儀
二
存
候
所
ニ
、
是
以
満
足
申
候
。

　
一
、
弥
五
左
衛
門
儀
、
今
月
中
旬
二
上
方
へ
可
１
　
と
申
候
。
依
之
貴
様
と
諸
事
談

　
合
仕
、
安
並
忠
兵
衛
ヲ
相
尋
候
所
、
旁
々
様
子
被
仰
聞
被
下
ル
為
二
参
候
間
、
い
万

　
事
御
相
談
被
成
可
被
下
候
。
其
上
、
過
分
之
銀
子
此
方
へ
被
下
上
ニ
、
遣
銀
少
々

　
御
無
心
可
申
上
と
の
覚
悟
二
而
１
　
候
。
如
何
様
共
可
然
様
二
被
仰
付
可
被
下
候
。

以
来
江
戸
上
方
へ
書
状
之
通
路
仕
度
節
之
首
尾
右
と
も
、
　
此
食
御
相
談
被
成
可
被

　
下
候
。
　
　
　
　
　
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ｊ

　
一
、
忠
兵
衛
殿
へ
相
尋
参
、
御
取
次
衆
へ
頼
申
候
品
ヲ
、
弥
五
左
衛
門
二
被
仰
聞

　
可
被
下
候
事
。

　
一
、
先
祖
書
、
貴
様
力
之
被
下
分
、
一
段
能
御
座
候
。
是
以
御
相
談
可
被
下
候

　
事
。

　
一
、
忠
兵
衛
方
ぷ
之
数
通
之
書
状
、
大
か
た
関
内
二
遣
し
、
此
方
ニ
ハ
壹
通
有
之

　
候
。
是
以
証
古
二
致
、
我
等
書
状
相
添
へ
可
遣
と
存
候
。
御
分
別
候
て
、
首
尾

　
被
仰
聞
可
被
下
候
。
我
等
ニ
も
弥
五
左
衛
門
貴
様
左
民
り
申
迄
ハ
、
加
持
村
二
罷

　
有
、
上
方
へ
仕
立
申
節
を
、
下
田
浦
ぷ
出
船
可
仕
候
間
、
其
内
鴨
川
村
へ
引
越
仕

　
立
可
申
か
と
存
候
。

　
一
、
米
廿
八
石
我
等
請
取
現
米
之
内
、
古
米
八
斗
七
月
中
二
請
取
中
二
付
、
侍
中

　
難
儀
仕
段
、
御
察
可
被
下
候
。
今
迄
存
命
仕
候
段
、
貴
様
御
影
二
而
御
座
候
。
委

　
細
可
中
上
候
得
共
、
十
方
二
暮
居
中
故
、
早
々
中
上
候
。
く
れ
く
弥
五
左
衛
門

　
二
諸
事
被
仰
聞
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　
　
九
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
六
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
柳
村
理
太
由
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
（
参
力
）

　
　
（
袖
書
）
尚
々
追
書
御
ら
ん
可
被
下
候
。
加
持
村
は
先
祖
之
知
行
ニ
は
候
得
共
、

　
　
飛
鳥
井
や
し
き
ニ
は
わ
さ
と
居
不
申
候
。

　
日
附
の
九
月
四
日
は
元
禄
二
年
で
あ
る
こ
と
、
明
白
で
あ
る
。
山
内
大
膳
の
改
易

　
（
書
中
に
「
此
度
の
ら
ん
」
と
言
っ
て
あ
る
。
）
か
、
江
戸
に
お
い
て
決
定
し
た
の

が
元
禄
二
年
八
月
四
日
で
あ
る
。
そ
の
凶
報
を
伝
え
る
早
打
の
中
村
に
到
着
し
た
の

が
、
『
中
村
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
四
口
‥
’
で
あ
る
。
「
侍
中
以
下
末
々
迄
勝
手

次
第
二
可
引
彿
」
と
の
老
中
の
命
が
伝
え
ら
れ
、
三
十
二
日
か
ら
屋
敷
の
立
ち
の
き

が
始
ま
る
。
。
・
『
中
村
市
史
』
引
く
と
こ
ろ
の
『
大
海
集
』
に
は
、
　
　
　
。
ヽ

　
元
禄
二
年
中
村
御
引
接
、
≒
一
家
に
Ｆ
浪
人
二
相
成
、
‘
貴
賤
／
分
ち
な
く
、
聊
の
縁
を

　
便
り
、
遠
近
類
を
尋
、
郷
浦
在
々
ぺ
家
内
引
連
、
、
浪
々
の
身
と
成
、
三
蔵
成
事
共
『

　
也
。

と
あ
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
浪
々
の
身
と
な
っ
た
人
々
の
中
に
、
加
持
六
郎
兵
衛
一
家
が
あ
っ
た
。

書
簡
に
よ
れ
ば
、
六
郎
兵
衛
は
曽
祢
十
兵
衛
の
情
に
す
が
っ
て
、
一
ま
ず
加
持
村
に

赴
き
、
小
左
右
衛
門
（
小
左
衛
門
か
。
以
下
小
左
衛
門
と
す
る
。
）
の
住
居
に
身
を

よ
せ
た
。

　
曽
祢
十
兵
衛
の
名
は
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
入
野

郷
鹿
持
村
に
、

田
村
ヤ
シ
牛
南
ノ
外
ニ
カ
ｘ
リ
有

丁
ま
対
談

主
居

　
曽
祢
十
兵
衛
給

と
あ
る
を
は
じ
め
八
所
、
鞭
ノ
村
に
二
所
、
式
地
村
に
九
所
、
竹
島
村
に
四
所
、
入

野
本
村
に
十
六
所
、
あ
わ
せ
て
三
町
ほ
ど
の
給
地
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
山

内
氏
時
代
に
入
っ
て
、
入
野
郷
大
庄
屋
と
な
る
。
『
大
方
町
史
』
に
は
、
慶
長
時
代

の
入
野
犬
庄
屋
と
し
て
、
曽
根
十
兵
衛
の
名
を
あ
げ
、
十
兵
衛
を
、
従
前
ど
お
り
入



野
七
郷
皿
惣
庄
屋
に
任
命
す
る
旨
の
、
慶
長
十
三
年
二
月
十
日
附
の
辞
令
を
も
引
用

し
て
い
る
。

　
が
、
こ
の
曽
称
十
兵
衛
は
、
右
の
書
簡
中
の
曽
祢
十
兵
衛
で
は
あ
り
え
な
い
。
元

禄
二
年
は
、
入
野
郷
検
地
の
天
正
十
七
年
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
後
で
あ
り
、
慶
長

十
三
年
か
ら
で
も
、
八
十
余
年
を
経
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
書
中
の
十
兵
衛

は
、
『
地
検
帳
』
の
十
兵
衛
の
孫
で
、
あ
い
か
わ
ら
ず
人
野
の
土
豪
的
な
人
物
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
左
衛
門
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
兵
衛
の
身
内
の
者
か
。

　
　
　
『
家
譜
』
に
、
六
郎
兵
衛
の
妻
は
曽
根
小
右
衛
門
の
女
で
、
小
右
衛
門
は
松
平

　
　
出
羽
守
に
仕
え
た
と
あ
る
。
こ
の
曽
根
小
右
衛
門
と
、
鹿
持
村
の
小
左
衛
門
と

　
　
は
、
や
や
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
別
人
で
あ
る
。
も
し
鹿
持
村
の
小
左
衛
門
が
六
郎

　
　
兵
衛
妻
の
父
で
あ
れ
ば
、
「
曽
祢
十
兵
衛
情
を
出
候
而
…
…
小
左
衛
門
住
居
二

　
　
罷
在
」
と
は
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
曽
根
小
右
衛
門
は
、
松
平
出
羽
守
に

　
　
仕
え
た
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
六
郎
兵
衛
と
同
じ
く
浪
人
し
た
中
村
山
内
氏
の
家

　
　
臣
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
村
山
内
の
家
臣
に
曽
根
小
右
衛
門
な
る

　
　
人
物
の
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
。

　
と
も
あ
れ
六
郎
兵
衛
は
曽
祢
十
兵
衛
を
た
よ
っ
て
、
加
持
村
に
来
た
か
、
相
当
の
‘

年
齢
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
仕
官
を
望
ま
ず
、
鴨
川
村
（
中
村
市
）
の
左
次
右
衛

門
と
共
に
暮
ら
そ
う
と
考
え
て
い
る
。
左
次
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
『
家
譜
』
に
雅

澄
の
説
明
が
あ
る
の
で
、
引
く
。
曰
く
、

　
　
按
幡
多
郡
利
南
郷
田
野
川
村
永
安
寺
過
去
帳
云
。
加
持
左
次
右
衛
門
、
元
禄
十

　
　
　
一
年
戊
寅
十
月
七
日
死
。
号
自
徳
常
慶
信
士
。
其
子
加
持
庄
左
衛
門
、
元
文
二

　
　
年
丁
巳
正
月
廿
五
日
死
。
号
梅
散
本
有
信
士
。
其
子
弥
五
右
衛
門
、
後
名
弥
五

　
　
丞
、
安
永
八
年
己
亥
十
二
月
七
日
死
、
号
法
山
自
浄
信
士
。
次
男
六
郎
兵
衛
、

　
　
天
明
六
年
丙
午
九
月
十
八
日
死
。
号
観
光
道
清
信
士
。
其
子
庄
助
、
文
化
十
年

　
　
葵
酉
十
一
月
廿
五
日
死
。
号
霜
月
正
等
信
士
。
而
庄
助
之
子
則
今
之
庄
左
衛
門

　
　
是
也
。
・
世
々
居
同
郡
鴨
川
村
云
。
合
考
右
書
簡
、
左
次
右
衛
門
者
、
蓋
鹿
持
仁

　
　
右
衛
門
正
知
之
庶
子
而
、
大
膳
君
改
易
之
後
棲
居
鴨
川
村
者
也
明
矣
。

九
七
　
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
Ｉ
鹿
持
氏
家
系
考
匈
－
（
小
関
）

と
。
左
次
右
衛
門
が
仁
右
衛
門
の
庶
子
で
あ
る
明
証
か
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
、
こ

れ
と
い
う
別
案
も
考
え
が
た
い
。

　
六
郎
兵
衛
に
は
『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
三
人
の
子
息
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一

人
が
右
書
簡
の
関
内
に
ち
が
い
な
い
。
『
中
村
分
限
帳
』
　
（
高
知
県
立
図
書
館
）
等

に
、

　
二
人
扶
持
　
六
石
　
並
歩
行
　
　
加
持
関
内

と
あ
る
人
物
で
、
右
の
書
中
に
「
関
内
儀
此
度
江
戸
二
相
残
中
段
悦
申
候
」
と
あ
る

の
は
、
折
か
ら
江
戸
詰
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。
白
川
左
次
兵
衛
政
平
の
書
簡
㈲
に
、

　
「
拙
者
儀
江
戸
二
相
残
り
方
々
と
浪
牢
之
身
二
而
罷
有
候
処
、
十
年
以
前
松
平
美
濃

守
方
へ
身
上
有
付
」
と
あ
る
の
で
、
雅
澄
は
『
家
譜
』
の
頭
書
で
、
「
関
内
未
詳
、

疑
白
川
左
次
兵
衛
政
平
初
名
乎
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考
え
に
従
う
。

　
こ
の
書
状
を
た
ず
さ
え
て
利
大
夫
を
訪
れ
た
弥
五
左
衛
門
は
、
勿
論
弥
五
左
衛
門

雅
春
で
は
な
い
。
こ
の
人
に
つ
い
て
も
雅
澄
は
『
家
譜
』
に
頭
書
し
て
、
「
加
持
弥

五
左
衛
門
、
此
他
無
所
見
、
疑
加
持
三
右
衛
門
雅
房
初
名
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
三
右
衛
門
雅
房
は
六
郎
兵
衛
の
長
子
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ

の
非
常
の
際
に
こ
の
書
状
を
携
え
て
利
大
夫
を
訪
う
人
物
と
し
て
、
誰
よ
り
も
ふ
さ

わ
し
い
。

　
加
持
家
の
人
々
は
、
三
右
衛
門
の
仕
官
に
つ
い
て
、
安
並
忠
兵
衛
の
好
意
に
期
待

を
か
け
て
い
る
。
「
御
取
次
衆
」
へ
の
進
物
の
心
配
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忠
兵

衛
が
相
当
の
大
身
で
あ
る
こ
と
が
想
像
せ
ら
れ
よ
う
。

　
袖
書
の
「
尚
々
追
書
御
ら
ん
可
被
下
」
は
不
審
で
あ
る
。
こ
の
「
追
書
」
は
別
紙

で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
五
年
三
月

宿
毛
迄
幸
便
御
坐
候
付
、
一
筆
致
啓
上
候
。
先
以
他
国
以
後
者
、
終
以
書
中
も
不

得
御
意
、
誠
御
遠
々
敷
奉
存
候
。
貴
様
御
儀
追
日
首
尾
好
御
勤
役
被
成
候
由
、
粗

承
之
不
斜
珍
重
之
至
奉
存
候
。
先
頃
者
富
岡
孫
左
衛
門
方
へ
御
書
通
、
依
之
拙
者



九
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
儀
も
御
噂
被
仰
遣
候
由
、
孫
左
方
力
申
越
、
猶
以
御
床
敷
奉
存
候
。
兼
而
御
間
及

　
も
被
成
候
は
ん
、
拙
者
儀
、
江
戸
二
相
残
り
方
々
と
浪
牢
之
身
二
而
罷
有
候
処
、

　
十
年
以
前
松
平
美
濃
守
方
へ
身
上
有
付
、
此
時
分
者
武
蔵
国
河
越
と
申
城
下
ニ
、

　
地
方
役
相
勤
、
妻
も
所
持
仕
、
首
尾
能
勤
役
仕
候
間
、
御
心
易
思
召
可
被
下
候
。

　
拙
者
若
輩
之
時
分
心
旁
以
御
苦
労
二
罷
成
、
殊
両
親
共
御
介
抱
二
罷
成
候
儀
二
御

　
坐
候
得
は
、
疾
ニ
も
右
之
段
可
得
御
意
処
、
遠
国
之
儀
御
座
候
得
者
、
何
角
押
移

　
失
本
意
奉
存
候
。
其
段
御
用
捨
可
被
下
候
。
両
親
儀
も
宿
毛
二
而
長
野
と
申
斉
原

　
太
左
衛
門
知
行
所
二
罷
在
候
由
、
、
不
仕
合
以
後
者
、
・
別
而
老
衰
仕
候
由
、
一
折
々
書

ｊ
’
通
仕
候
。
貴
様
御
儀
、
今
程
者
御
城
下
二
御
住
居
被
成
候
哉
、
浦
筋
二
被
成
御
座

　
候
哉
、
承
度
奉
存
候
。
此
以
後
者
求
便
パ
以
書
中
可
得
御
意
候
間
、
左
様
御
心
得

可
被
下
候
。
委
細
可
得
御
意
倹
得
共
～
「
八
書
難
成
倹
間
木
能
詳
候
。
猶
期
重
便
之

　
、
節
候
。
恐
惶
謹
言
。
‐
ｙ
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ト

　
　
三
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
芙
濃
守
内
　
本
ハ
柳
沢
出
羽
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
佐
二
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
庸
（
花
押
）

　
　
　
　
　
柳
村
理
太
夫
様

　
　
（
袖
書
）
猶
以
河
越
へ
罷
越
候
以
後
、
以
書
中
嘔
上
候
様
ニ
も
覚
へ
申
候
き
。

　
　
御
堅
勝
二
御
勤
役
被
成
候
段
、
何
ぶ
目
出
度
奉
存
候
。
自
然
近
年
之
内
、
御
出

　
　
府
も
被
成
候
ハ
ヽ
、
折
を
以
懸
御
目
二
儀
も
可
御
座
と
奉
存
候
。
御
同
姓
文
蔵

　
　
殿
ニ
ハ
今
ほ
と
ハ
何
方
二
御
座
候
哉
。
是
亦
承
度
奉
存
候
。
御
参
会
之
刻
ハ
宜

　
　
御
心
得
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
六
年
八
月

去
三
月
二
日
、
四
月
三
日
之
貴
札
、
当
朔
日
富
岡
弾
右
衛
門
方
力
相
届
、
御
懐
敷

致
拝
見
候
。
先
以
御
家
内
無
御
別
条
弥
御
堅
固
御
務
被
成
、
段
々
御
繁
栄
之
程
、

重
々
目
出
度
奉
存
候
。
近
年
者
御
役
替
被
仰
付
、
国
中
御
領
分
御
両
人
二
而
御
務

被
成
侯
１
　
、
嘸
御
隙
無
御
坐
候
半
と
奉
察
候
。
此
段
先
達
而
同
名
六
郎
兵
衛
方
ぶ

申
越
、
承
知
仕
候
。
定
而
宿
毛
筋
へ
も
御
越
可
被
成
と
奉
存
候
。
若
御
越
被
成
候

八
～
六
郎
兵
衛
儀
奉
頼
候
。

一
、
如
被
仰
下
候
、
私
儀
永
々
河
越
城
下
二
相
務
罷
在
候
処
、
去
冬
中
役
替
並
新

知
被
申
付
、
今
程
は
江
戸
住
宅
仕
、
段
々
首
尾
好
相
務
中
候
間
、
貴
意
安
思
召
可

被
下
候
。

一
、
藤
堂
和
泉
守
様
御
内
安
並
忠
兵
衛
儀
、
只
今
八
七
百
石
を
取
、
伊
賀
御
知
行

二
而
、
郡
代
役
相
勤
居
中
候
由
、
八
九
年
以
前
拙
者
も
書
通
仕
候
。
近
日
又
々
書

音
可
仕
と
奉
年
侯
。
先
年
之
通
路
之
時
分
書
通
共
、
六
郎
兵
衛
方
二
可
有
御
座
と

奉
存
候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
』
‘

一
、
可
笑
記
之
理
事
、
被
０
　
下
候
通
党
悟
二
奉
存
候
。
。
如
仰
危
鰍
ハ
武
士
ニ
て
御

坐
候
。
先
年
御
指
南
を
も
請
候
儀
二
御
座
候
付
、
拙
１
　
心
得
二
可
成
儀
を
御
書
記

　
　
　
　
Ｆ
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
■
一

し
、
’
重
而
被
遣
可
被
下
候
。
御
手
透
も
御
座
有
開
敷
候
得
共
、
。
時
々
奉
頼
候
。
・

一
、
拙
者
儀
い
ま
た
世
倅
も
無
御
座
候
。
近
年
之
内
、
養
子
二
而
も
可
仕
か
と
奉

存
候
。
其
時
分
、
又
々
御
相
談
可
中
上
候
。

一
、
太
左
衛
門
家
内
無
事
罷
在
候
段
、
被
仰
下
、
泰
阜
存
候
。
両
親
方
へ
も
此
度

言
通
仕
候
。

一
、
江
戸
表
益
御
静
謐
之
御
儀
二
御
坐
候
。
諸
御
大
名
衆
中
様
益
御
繁
栄
之
御
儀

二
御
坐
候
。

一
、
御
同
姓
文
蔵
殿
ニ
ハ
、
今
程
御
息
災
二
而
、
何
方
二
被
成
御
座
候
哉
、
承
度

奉
存
候
。
委
細
可
得
貴
意
候
得
共
、
殊
之
外
用
事
取
込
、
此
書
状
も
神
以
役
所
ニ

て
相
認
中
候
而
、
不
能
詳
候
。
委
曲
期
後
便
之
節
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
左
次
兵
衛

　
　
八
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
庸
（
花
押
）

　
　
　
　
柳
村
利
太
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
報

　
（
袖
書
）
尚
々
貴
様
御
役
目
、
結
構
成
御
事
共
、
何
よ
り
く
珍
重
奉
存
候
。

　
拙
者
儀
随
分
無
１
　
、
段
々
首
尾
好
相
勤
申
候
。
く
れ
く
何
そ
心
得
ニ
も
可
罷



　
成
文
言
、
重
而
御
書
添
可
被
下
候
。
此
段
奉
頼
候
。

’
追
而
中
上
候
。
富
岡
孫
左
衛
門
事
、
当
夏
中
よ
り
以
之
外
相
煩
に
て
、
不
食

　
仕
、
大
切
に
て
十
死
一
生
之
様
二
承
申
候
。
段
右
衛
門
別
而
迷
惑
仕
候
由
申

　
越
、
尤
二
奉
存
候
。
何
と
そ
此
度
は
快
気
遂
候
へ
か
し
と
奉
存
候
。
以
上
。

　
　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
元
年
三
月

　
正
月
十
八
日
之
貴
札
、
当
三
月
廿
七
日
相
達
、
番
致
拝
見
候
。
先
以
其
御
地
無
御

　
別
条
、
貴
様
御
家
内
御
堅
固
被
成
御
座
、
降
而
両
親
始
類
中
無
為
罷
有
候
段
、
被

　
仰
下
、
承
知
大
慶
仕
候
。

　
一
、
如
仰
下
候
、
去
年
霜
月
廿
六
日
之
夜
、
未
曽
有
之
大
地
震
、
同
廿
九
日
之
夜

　
五
ツ
時
分
ぷ
大
火
出
来
、
且
那
下
屋
敷
も
弐
ケ
所
焼
失
、
依
之
拙
者
共
も
火
難
二

　
相
、
旁
以
難
儀
仕
候
段
、
御
察
之
通
二
御
坐
候
。
然
共
家
内
並
一
類
中
怪
我
も
無

　
上
、
此
上
之
大
悦
御
察
可
被
下
候
。

　
一
、
安
並
忠
兵
衛
方
へ
近
年
ハ
書
通
も
不
仕
候
。
依
之
祖
父
弥
五
右
衛
門
殿
と
忠

　
兵
衛
由
緒
之
義
、
有
増
被
仰
聞
、
黍
奉
存
候
。
拙
者
儀
不
斗
江
戸
へ
罷
越
、
夫
右

　
下
り
不
中
候
二
付
、
左
様
成
書
物
も
蓄
へ
不
申
候
。
被
仰
下
候
覚
書
も
御
所
持
被

　
成
候
由
、
近
頃
御
六
ケ
敷
可
被
思
召
候
得
共
、
重
而
被
遣
可
被
下
候
。
奉
頼
候
。

　
一
、
御
同
氏
文
蔵
殿
御
事
、
御
息
災
二
今
程
ハ
川
崎
二
御
坐
候
由
、
目
出
度
奉
存

　
候
。
依
之
御
床
敷
奉
存
候
。
宜
御
心
得
可
被
下
候
。
此
度
書
状
を
以
可
得
御
意
候

　
得
共
、
状
数
難
成
御
坐
候
二
付
、
差
拍
中
候
。

　
一
、
私
勤
方
萬
事
慎
之
段
、
御
書
中
度
々
被
仰
下
、
扨
々
黍
奉
存
候
。
誠
若
年
之

　
時
分
ぷ
万
端
御
世
話
二
罷
成
、
御
影
二
而
遠
国
へ
壹
人
立
罷
越
候
而
も
、
先
是
程

　
迄
も
名
を
持
候
段
、
難
忘
泰
奉
存
候
。
誠
以
１
　
通
之
時
分
ハ
御
心
付
き
之
義
ハ
、
・

　
無
御
遠
慮
被
仰
聞
可
被
下
候
。
拙
者
儀
大
役
二
而
御
座
候
得
共
。
随
分
大
切
二
私

　
欲
ケ
間
敷
儀
聊
無
之
様
ニ
、
廉
直
二
相
務
申
候
間
、
乍
慮
外
御
心
安
思
召
可
被
下

　
候
。
委
細
可
得
貴
意
候
得
共
、
折
節
取
込
及
暮
相
認
申
候
二
付
、
不
能
詳
候
。
猶

　
重
便
之
節
万
々
可
得
貴
意
候
。
恐
惶
謹
言
。

九
九
　
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
丿
鹿
持
氏
家
系
考
固
－
（
小
関
）

三
月
廿
八
日

白
川
左
次
兵
衛

　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
柳
村
理
太
夫
様

　
　
（
袖
書
）
尚
々
御
子
様
方
初
而
御
繁
昌
二
可
有
御
座
旨
、
目
出
度
奉
存
候
。
乍

　
　
箪
末
御
内
上
様
へ
も
宜
被
仰
上
可
被
下
候
。
愚
妻
儀
も
拙
者
同
前
中
上
候
。
以

　
　
上
。

　
　
追
而
私
儀
も
、
頃
日
四
書
之
講
釈
承
申
候
。
以
上
。

　
白
川
左
次
兵
衛
は
前
出
の
関
内
で
あ
ろ
う
。
白
川
と
名
の
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ

る
。

　
右
三
通
は
『
家
譜
』
で
は
、
㈲
㈲
㈲
の
順
に
な
っ
て
い
る
の
を
改
め
た
。
そ
の
理

由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
三
通
の
う
ち
、
年
次
の
知
ら
れ
や
す
い

の
は
㈲
で
あ
る
。
㈲
に
は
文
中
に
「
去
年
霜
月
廿
六
日
之
夜
未
曽
有
之
大
地
震
、
同

廿
九
日
之
夜
五
ッ
時
分
ぷ
大
火
出
来
」
と
あ
る
。
廿
六
日
は
廿
二
日
の
誤
記
か
誤
写

か
で
、
こ
れ
は
元
禄
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
夜
か
ら
の
大
地
震
と
、
同
二
十
九
日

の
大
火
を
さ
す
と
見
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
（
『
徳
川
実
紀
』
に
、
元
禄
十
六
年
十
一

月
二
十
二
日
「
こ
の
夜
大
地
震
に
て
…
…
諸
大
名
は
じ
め
士
庶
の
家
数
を
つ
く
し
て

転
倒
す
」
同
二
十
九
日
「
小
石
川
水
戸
の
邸
よ
り
失
火
し
け
る
に
、
風
は
げ
し
く
」

て
大
火
と
な
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
）
こ
れ
で
㈲
は
宝
永
元
年
三
月
の
書
で
あ
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
る
。

　
次
に
㈲
に
は
「
同
姓
文
蔵
殿
…
…
何
方
二
被
成
御
座
候
哉
承
度
」
と
あ
っ
て
、
㈲

に
「
文
蔵
殿
御
事
、
御
息
災
二
今
程
ハ
川
崎
二
御
坐
候
由
、
目
出
度
奉
存
候
。
」
と

あ
る
。
㈲
は
㈲
よ
り
後
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
㈲
は
多
年
の
無
音
を
謝
し
た
文
面
か

ら
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
明
瞭
で
あ
る
。
㈲
㈲

㈲
と
並
べ
た
所
以
で
あ
る
。

　
㈲
㈲
の
年
次
は
い
つ
か
。
㈲
に
は
、
左
次
兵
衛
は
十
年
以
前
に
松
平
美
濃
守
方
に

あ
り
つ
き
、
今
は
河
越
城
下
に
勤
役
中
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
松
平
美
濃
守
は
柳

沢
吉
保
で
あ
る
が
、
彼
（
柳
沢
出
羽
守
保
明
）
が
松
平
の
称
を
許
さ
れ
・
、
将
軍
綴
吉



　
一
〇
〇
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
の
偏
譚
を
賜
っ
て
松
平
美
濃
守
吉
保
と
名
を
改
め
た
の
は
、
元
禄
十
四
年
十
二
月
の

　
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
三
年
後
宝
永
元
年
十
二
月
に
は
、
甲
府
に
封
ぜ
ら
れ
（
河
越
を

　
離
れ
）
て
い
る
。
故
に
朗
の
日
附
三
月
九
日
は
、
元
禄
十
五
年
か
十
六
年
か
宝
永
元

　
年
か
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
宝
永
元
年
三
月
だ
と
す
る
と
㈲
と
同
年
同
月
と
な
っ
て

　
て
、
細
説
す
る
ま
で
も
な
く
、
不
都
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
㈲
は
、
元
禄
十
五
・
六

　
年
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
㈲
を
見
る
。
「
私
儀
永
々
河
越
城
下

　
二
相
務
…
…
去
冬
中
役
替
…
…
今
程
は
江
戸
住
宅
仕
」
泡
あ
る
に
よ
れ
ば
、
河
越
に

　
い
た
時
の
㈲
よ
り
あ
と
で
あ
る
ご
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
力
柳
沢
吉
保
の
甲

　
府
へ
の
移
封
よ
り
は
前
で
あ
る
。
・
か
く
し
て
㈲
の
八
月
は
、
宝
永
元
年
か
、
元
禄
十

　
六
年
か
、
、
元
禄
十
五
年
か
の
い
ず
れ
か
で
泌
る
こ
と
に
な
る
。
宝
永
元
年
と
す
る
と

・
㈲
が
㈲
の
後
と
な
る
の
で
、
こ
れ
は
成
り
立
た
な
い
。
つ
ま
り
、
元
禄
十
五
年
十
方

’
年
の
い
ず
れ
か
・
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
°
　
"
"
２
と
も
に
、
こ
の
二
年
の
う
ち
と
な
る

　
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
、
㈲
は
「
去
冬
」
の
役
替
新
知
を
八
月
に
報
じ
て
い
る
の

　
で
、
そ
の
事
に
ふ
れ
て
い
な
い
倒
の
三
月
と
同
年
で
は
な
い
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
推
理
を
す
す
め
て
、
結
局
朗
は
元
禄
十
五
年
三
月
、
㈲
は
元
禄
十
六
年

　
八
月
、
㈲
は
宝
永
元
年
三
月
と
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
白
川
左
次
兵
衛
は
、
㈲
に
よ
る
と
「
十
年
以
前
」
に
、
す
な
わ
ち
元
禄
五
年
ご
ろ

　
に
柳
沢
吉
保
に
抱
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
三
年
ほ
ど
の
比
較
的
短
い
浪
人
で
す
ん

　
だ
わ
け
で
あ
る
。
当
時
柳
沢
吉
保
は
お
ど
ろ
く
べ
き
栄
進
の
途
上
に
あ
っ
た
。
貞
享

　
三
年
上
総
国
に
千
石
の
地
を
賜
わ
り
、
元
禄
元
年
は
じ
め
て
一
万
石
の
大
名
と
な

　
り
、
若
年
寄
の
上
座
と
な
る
。
三
年
二
万
石
の
加
増
、
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
る
。
四

　
年
は
じ
め
て
将
軍
を
そ
の
邸
に
迎
え
、
五
年
三
万
石
、
七
年
正
月
一
万
石
の
増
封
、

　
武
蔵
国
河
越
城
主
七
万
二
千
三
十
石
と
な
る
、
と
い
う
い
き
お
い
で
あ
っ
た
。
新
た

　
に
抱
え
ら
れ
る
者
も
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
（
柳
沢
吉
保
に
つ
い
て
は
『
寛
政
重

　
修
諸
家
譜
』
等
に
よ
る
。
）

　
　
㈲
㈲
に
富
岡
孫
左
衛
門
の
名
が
見
え
る
。
『
家
譜
』
頭
書
に
「
中
村
領
分
限
帳

　
日
、
一
知
行
八
拾
石
　
御
目
附
役
　
富
岡
孫
左
衛
門
」
と
あ
る
。
（
高
知
県
立
図
書

　
館
『
中
村
分
限
帳
』
ほ
ぽ
同
じ
。
『
中
村
市
史
』
所
掲
「
中
村
三
万
石
御
分
限
御
物

　
成
高
御
侍
御
奉
公
人
覚
」
に
は
、
名
が
源
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。
）
彼
が
中
村
山

　
内
家
の
旧
臣
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
今
は
何
家
に
仕
官
し
て
い

　
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
。
㈲
に
は
、
大
病
に
か
か
り
段
右
衛
門
（
子
息
な
ら
ん
）
が

　
別
し
て
迷
惑
し
て
い
る
、
何
と
ぞ
此
の
度
は
快
気
を
遂
げ
候
へ
か
し
と
あ
る
が
、
次

　
に
掲
げ
る
書
簡
㈲
（
宝
永
二
年
）
に
は
、
「
段
右
衛
門
方
」
と
あ
っ
て
孫
左
衛
門
の

　
名
が
あ
ら
わ
れ
な
い
。
孫
左
衛
門
は
、
元
禄
宝
永
の
交
に
歿
し
た
も
の
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
ｆ
　
　
ｉ
　
　
　
　
ａ

　
　
左
次
兵
衛
の
父
母
、
す
な
わ
ち
六
郎
兵
衛
と
そ
の
妻
と
は
、
宿
毛
村
長
野
の
斉
原

　
太
左
衛
門
切
知
行
所
に
余
生
を
送
っ
て
い
る
。
㈲
に
は
「
ぶ
仕
合
以
後
者
別
而
老
衰

。
仕
候
由
」
と
あ
る
。
「
不
仕
合
」
は
元
禄
二
年
の
で
き
ご
と
を
さ
す
で
あ
ゐ
う
。
ド

　
、
斉
原
太
左
衛
門
の
名
は
、
㈲
㈲
の
他
�
�
�
の
書
簡
に
も
あ
ち
わ
れ
、
「
中
風
之

　
様
二
御
座
候
旨
中
来
候
」
　
（
正
徳
五
年
の
書
簡
1
4
　
）
と
か
、
「
近
年
病
身
…
…
も
は

　
や
二
ヶ
年
書
状
不
参
候
」
　
（
享
保
三
年
の
書
簡
1
5
）
な
ど
と
見
え
た
後
、
享
保
八
年

　
の
書
簡
�
で
は
、
代
っ
て
斉
原
九
郎
右
衛
門
が
。
あ
ら
わ
れ
る
。
太
左
衛
門
は
享
保

　
三
、
四
年
前
後
に
は
世
を
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
『
宿
毛
市
史
』
に
よ
る
と
、
伊
賀
家
文
書
「
正
保
年
中
与
力
騎
馬
」

　
の
中
に
、

　
　
知
行
三
拾
石
　
　
　
　
　
斉
原
太
左
衛
門

　
と
あ
り
、
同
文
書
「
与
力
之
者
之
先
祖
書
出
」
の
寛
文
九
年
の
与
力
を
列
記
し
た
中

　
に
斉
原
九
郎
左
衛
門
の
名
が
あ
る
。
書
簡
の
太
左
衛
門
と
九
郎
右
衛
門
と
が
父
子

　
で
、
宿
毛
領
主
伊
賀
氏
の
与
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
疑
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
斉
原
氏
と

　
加
持
氏
と
は
ど
ん
な
縁
で
結
ば
れ
、
て
い
た
の
か
。
書
簡
㈲
に
「
宿
毛
類
中
無
事
」
と

　
も
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
親
族
関
係
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
分
か
り

　
か
ね
る
。
『
家
譜
』
に
も
「
以
有
内
縁
之
故
」
と
あ
る
の
み
。

　
　
六
郎
兵
衛
は
は
じ
め
、
書
簡
卯
に
見
え
る
ご
と
く
、
鴨
川
村
の
左
次
右
衛
門
と
共

　
に
暮
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
太
左
衛
門
を
た
よ
っ
た
の
は
、
元
禄
九
年
左
次
右
衛
門
の



死
去
（
前
述
し
た
）
の
後
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
左
次
兵
衛
は
利
大
夫
に
対
し
、
く
り
か
え
し
若
年
以
来
の
恩
を
謝
し
て
い
る
。
若

年
と
は
中
村
で
の
生
い
立
ち
の
頃
で
あ
ろ
う
。
「
先
年
御
指
南
を
も
請
侯
」
な
ど
あ

る
の
は
、
そ
の
頃
利
大
夫
が
同
族
の
後
輩
の
た
め
、
学
問
の
平
ほ
ど
き
を
し
た
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
二
人
は
ま
る
で
師
弟
の
よ
う
で
、
左
次
兵
衛
の
立
身
後
の
今

も
、
利
大
夫
は
し
ば
し
ば
処
生
訓
を
書
き
送
っ
た
と
見
え
る
。
こ
と
に
目
を
ひ
く
の

は
、
㈲
の
「
可
笑
記
之
理
事
（
こ
と
わ
り
の
こ
と
カ
）
、
被
仰
下
候
通
覚
悟
二
奉
存

候
。
如
仰
危
物
ハ
武
士
ニ
て
御
座
候
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
可
笑
記
』
　
（
寛
永
十

九
年
刊
）
は
浪
人
如
儡
子
の
懐
慨
の
書
で
、
浪
人
や
武
士
の
切
な
さ
に
ふ
れ
た
所
、

こ
と
に
「
阿
訣
の
小
人
が
出
世
し
、
賢
人
君
子
が
却
っ
て
斥
け
ら
れ
る
と
い
ふ
、
い

つ
の
世
に
も
珍
ら
し
か
ら
ぬ
不
如
意
の
世
相
を
慨
し
た
」
　
（
『
日
本
文
学
大
辞
典
』

水
谷
不
倒
の
解
説
）
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
巻
五
に
は
、
あ
る
国
に
「
人
く
ひ

犬
」
が
あ
っ
て
「
常
に
主
君
の
庭
前
に
つ
く
ば
ひ
ふ
せ
り
を
り
て
、
出
仕
忠
功
の
人

々
を
、
め
た
も
の
に
ほ
え
散
ら
し
喰
ひ
こ
ろ
す
」
の
で
、
心
あ
る
者
は
皆
「
そ
れ
が

危
さ
に
」
こ
の
国
を
立
ち
の
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
人
く
ひ
犬
と
は
、
主
君
に
取

り
入
っ
た
「
軽
薄
、
ね
い
じ
ん
、
ざ
ん
げ
ん
、
胴
慾
、
不
道
の
奴
ば
ら
」
の
こ
と
で

あ
る
。
「
危
き
も
の
は
武
士
」
と
は
、
こ
ん
な
事
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う

如
儡
子
の
感
慨
に
、
利
大
夫
は
お
そ
ら
く
身
に
つ
ま
さ
れ
つ
つ
共
感
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
「
勤
方
万
事
慎
之
段
御
書
中
度
々
被
仰
下
、
扨
々
黍
奉
存
候
」
　
「
私
欲
ケ
間

敷
儀
聊
無
之
様
ニ
、
廉
直
二
相
務
申
候
間
、
乍
慮
外
御
心
安
思
召
可
被
下
候
」
。
利

大
夫
が
『
可
笑
記
』
を
引
合
に
し
つ
つ
書
き
送
っ
た
教
訓
が
何
で
あ
っ
た
か
が
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
。

　
利
大
夫
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
べ
き
材
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
書
簡
㈲
郎
等
は

ほ
の
か
に
彼
の
人
が
ら
を
思
い
描
か
せ
る
。
彼
は
相
当
に
書
を
読
む
人
で
あ
っ
た
。

苦
労
人
で
、
武
士
の
悲
し
み
を
知
る
人
で
あ
っ
た
。
物
事
に
慎
重
で
、
徳
義
心
に
富

み
、
同
族
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
格
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
こ
で
書
簡
㈲
㈲
に
あ
ら
わ
れ
る
安
並
忠
兵
衛
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
忠
兵
衛
の

一
〇
一
　
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
固
－
（
小
関
）

名
は
す
で
に
旧
■
？
？
に
見
え
、
後
出
の
剛
及
び
�
に
も
見
え
る
。
㈲
に
よ
れ
ば
、
彼
は

藤
堂
和
泉
守
（
高
久
）
に
仕
え
て
七
百
石
を
取
り
、
「
伊
賀
御
知
行
二
而
郡
代
役
相

勤
中
候
由
、
八
九
年
以
前
拙
者
も
１
　
通
仕
候
」
　
「
先
年
之
通
路
之
時
分
書
通
共
、
六

郎
兵
衛
方
二
可
有
御
座
と
奉
存
候
」
と
あ
る
。
彼
が
藤
堂
家
に
抱
え
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
書
簡
よ
り
「
八
九
年
以
前
」
　
（
元
禄
七
八
年
）
の
さ
ら
に
以
前
で
、
元
禄
二
年

に
三
右
衛
門
雅
房
が
訪
れ
た
（
書
簡
２
）
時
に
も
、
延
宝
七
年
の
こ
ろ
六
郎
兵
衛
が

書
簡
倒
を
送
っ
た
時
に
も
、
既
に
藤
堂
の
家
臣
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
加
持
家
の
人

人
は
絶
え
ず
忠
兵
衛
を
話
題
に
上
せ
て
い
る
か
、
音
信
は
次
第
に
と
だ
え
た
ら
し

く
、
書
簡
剛
に
は
左
次
兵
衛
の
１
　
に
対
し
返
書
が
な
か
っ
た
と
あ
る
。
享
保
八
年
の

書
簡
�
に
は
、

　
　
安
並
忠
兵
衛
儀
、
五
六
年
以
前
に
被
果
候
。
只
今
ハ
縁
者
之
内
二
相
応
之
も
の

　
　
御
座
候
由
二
而
、
養
子
被
致
家
督
相
続
、
伊
賀
二
居
住
ニ
テ
御
坐
候
。
今
十
ヶ

　
　
年
余
も
過
不
中
候
ヘ
ハ
、
当
地
へ
は
不
被
参
由
二
候
。
和
泉
守
様
御
力
番
衆
へ

　
　
承
候
処
、
今
以
八
百
石
二
而
御
座
候
由
被
申
候
。

と
あ
り
、
享
保
初
年
に
は
死
去
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
忠
兵
衛
は
加
持
氏
に
と
っ
て
、
同
郷
の
よ
し
み
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
㈲
に

　
　
祖
父
弥
五
右
衛
門
（
曽
祖
父
弥
五
左
衛
門
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
）
殿
と
忠
兵

　
　
衛
由
緒
之
儀
、
有
増
被
仰
聞
雅
奉
存
候
。

と
あ
る
よ
う
な
関
係
が
あ
り
、
㈲
に
見
え
た
よ
う
に
加
持
家
の
人
々
か
、
難
儀
に
際

し
て
ま
ず
忠
兵
衛
を
頼
ろ
う
と
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
弥
五
左
衛
門
と
忠
兵
衛
の
由
緒
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
家
譜
』
備

考
に
、

　
旧
記
日
、
飛
鳥
井
右
京
進
母
ハ
為
松
若
狭
守
娘
ニ
テ
、
兼
定
卿
ノ
姪
也
。
後
内

　
政
君
ノ
仰
ヲ
以
、
安
並
村
城
主
安
並
左
京
進
二
改
嫁
ス
。
安
並
三
左
衛
門
出
生

　
ス
。
因
テ
右
京
進
卜
三
左
衛
門
ハ
異
父
ノ
兄
弟
也
。
三
左
衛
門
子
安
並
忠
兵
衛

　
ハ
藤
堂
和
泉
守
殿
二
仕
、
知
行
八
百
石
ヲ
賜
フ
。

　
今
按
、
曽
衣
公
卒
日
、
雖
‘
不
‘
可
二
詳
知
一
、
可
い
在
ｙ
天
正
二
年
従
二
内
政
朝
臣
。



一
〇
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
　
手
大
津
村
一
之
後
上
明
矣
。
依
ニ
長
宗
我
部
盛
衰
記
所
。
云
、
安
並
左
京
進
自
書

　
　
者
、
在
二
天
正
四
年
一
焉
。
然
則
曽
衣
公
天
正
二
年
遷
二
手
大
津
｝
之
後
卒
。
其
妻

　
　
改
二
嫁
左
京
進
｝
生
三
二
左
衛
門
・
、
至
‘
一
同
四
年
‘
左
京
進
没
者
乎
。
土
左
軍
記

　
　
所
‘
云
雖
ヨ
紛
々
不
二
詳
細
‘
、
左
京
進
自
書
類
与
二
盛
衰
記
所
・
云
恐
同
轍
乎
。
然

　
　
而
南
国
中
古
物
語
為
二
安
並
左
京
進
天
正
元
年
大
坂
山
戦
死
一
者
不
ｙ
是
。

と
あ
る
。
「
今
按
」
以
下
は
雅
澄
の
考
説
で
あ
っ
て
、
旧
記
の
説
が
、
つ
じ
つ
ま
の

合
わ
ぬ
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
乱
世
の
こ
と
で
も
あ
り
、
確
か
め
る

べ
『
き
資
料
も
な
ぐ
、
・
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
わ
け
に
。
い
か
な
い
か
、
藤
堂
家
に
仕

え
た
安
並
忠
兵
衛
と
加
持
氏
と
が
遠
い
類
族
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
ま
で
を
、
し
い
。
て
ヽ

疑
う
必
要
も
あ
る
ま
い
。
、
少
な
く
と
も
、
加
持
Ｔ
族
は
そ
う
伝
え
、
そ
う
信
じ
て
い

一
た
と
騒
わ
れ
妬
ｙ
。
　
～
　
　
　
　

‘
ド
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Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

’
こ
・
こ
に
問
題
に
な
。
る
の
は
、
『
土
佐
物
語
』
　
（
巻
七
十
）
　
（
宝
永
五
年
成
る
）
の

　
「
長
宗
我
部
家
臣
諸
大
名
へ
被
抱
候
面
々
の
有
増
」
の
う
ち
に
、
「
藤
堂
大
学
頭
家

中
」
の
一
人
と
し
て
、

　
　
二
百
石
　
　
　
　
　
　
　
安
並
忠
兵
衛

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
忠
兵
衛
と
書
簡
の
忠
兵
衛
と
は
、
同
一
人
で

あ
る
と
す
れ
ば
百
年
を
は
る
か
に
越
え
る
長
寿
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で

は
二
代
も
し
く
は
三
代
に
わ
た
っ
て
同
じ
忠
兵
衛
の
名
を
用
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も

書
簡
の
忠
兵
衛
す
な
わ
ち
元
禄
前
後
の
忠
兵
衛
が
、
『
土
佐
物
語
』
で
は
長
宗
我
部

氏
の
旧
臣
の
中
に
数
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
は
、
延
宝
か
ら
享
保
初

年
に
か
け
て
藤
堂
家
の
家
臣
安
並
忠
兵
衛
な
る
人
物
が
実
在
し
、
加
持
家
の
人
々
が

彼
を
親
族
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
そ
れ
以
上
は
し
ば
ら
く
不
明
と
し
て

お
こ
う
。

　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
二
年
三
月

二
月
十
七
日
之
貴
札
相
届
恭
致
拝
見
候
。
先
以
弥
御
堅
固
御
勤
被
成
候
由
、
珍
重

奉
存
候
。
正
月
下
旬
欺
と
覚
へ
申
候
、
菱
や
庄
右
衛
門
頼
、
以
書
状
申
進
候
つ

　
　
る
、
末
相
届
不
中
哉
、
無
心
元
奉
存
候
。
尤
旦
那
上
京
も
い
た
し
候
八
～
御
屋

　
　
敷
拓
之
儀
並
貴
様
御
儀
途
中
迄
（
虫
）
御
出
、
御
目
見
へ
之
儀
も
被
仰
聞
候
故
、

　
　
委
細
貴
報
中
進
候
へ
牛
。
い
か
様
相
届
不
申
儀
ハ
御
坐
有
間
敷
と
存
候
。

　
　
一
、
先
書
二
も
申
進
候
へ
牛
、
私
儀
去
比
五
十
石
之
加
増
被
申
付
、
都
合
百
石
二

　
　
罷
成
、
殊
甲
州
城
請
取
用
事
人
数
壹
分
二
被
申
付
、
二
月
四
日
爰
元
発
足
仕
、
於

　
　
彼
地
諸
用
首
尾
好
相
勤
、
今
十
一
日
無
事
致
帰
宅
候
。
万
端
勤
方
首
尾
好
御
座
候

　
　
間
、
御
心
易
思
召
可
被
下
候
。
右
加
増
之
儀
も
申
進
候
つ
る
、
定
而
此
節
ハ
相
届

　
　
可
中
と
存
候
。

　
　
一
、
旦
那
事
、
先
書
ニ
も
申
進
候
通
、
今
度
は
上
京
無
之
候
。
如
仰
隠
岐
守
様
、

　
、
雅
楽
様
御
上
京
被
遊
候
筈
、
尤
近
々
御
発
駕
二
而
可
有
御
坐
と
奉
存
候
。

　
　
「
祖
父
江
善
左
殿
事
、
別
而
心
安
中
談
候
。
身
上
之
儀
も
色
々
と
心
懸
ヶ
申
候

ノ
’
得
共
、
末
胞
々
将
明
不
中
候
。
当
分
町
宅
被
数
候
。
甲
州
ぷ
罷
帰
候
而
未
能
面
談

　
　
候
。

　
　
一
、
池
甚
五
右
衛
門
方
へ
御
消
息
被
成
候
処
、
大
坂
表
二
相
詰
候
付
、
未
御
面
談

　
　
不
被
成
候
旨
、
御
尤
奉
存
候
。
御
帰
国
之
時
分
御
尋
可
被
成
候
。

　
　
一
、
先
年
修
理
太
夫
様
御
参
勤
之
節
、
忠
義
様
為
御
見
廻
、
高
知
へ
御
出
被
遊

　
　
候
。
其
時
分
中
村
之
面
々
飛
脚
差
上
候
。
祖
父
仁
右
衛
門
力
飛
脚
差
上
候
節
、
修

　
　
理
様
之
御
宿
被
成
下
候
数
通
有
之
処
、
紛
失
之
処
、
一
通
貴
様
御
所
持
被
成
候

　
　
由
、
御
懇
念
之
御
認
二
而
御
座
候
。
依
之
御
帰
国
以
後
、
我
等
方
へ
可
被
下
旨
、

　
　
恭
奉
存
候
。
左
候
ハ
ヽ
何
そ
之
証
拠
に
も
成
候
儀
二
御
座
候
間
、
重
而
被
道
可
被

　
　
下
候
。

　
　
一
、
於
宿
毛
類
中
無
事
二
罷
在
候
由
、
頃
日
富
岡
段
右
衛
門
方
方
承
之
、
大
慶
仕

　
　
候
。
尤
此
元
ぶ
も
折
々
書
状
差
越
中
候
。
遠
国
之
儀
、
殊
宿
毛
ハ
又
ほ
と
も
隔
り

　
　
申
候
故
、
猶
以
書
状
も
遅
滞
仕
候
。
貴
様
御
儀
、
何
時
分
御
帰
国
之
筈
二
御
坐
候

　
　
哉
、
承
度
奉
存
候
。
何
と
そ
御
出
府
も
被
成
候
へ
か
し
。
積
欝
得
御
意
度
念
願
迄

　
　
二
御
座
候
。
委
細
可
得
御
意
候
得
共
、
殊
之
外
取
込
罷
在
候
付
、
先
為
御
左
右
如

　
　
此
御
座
候
。
猶
期
後
音
之
時
候
。
恐
惶
謹
言
。



　
　
　
三
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
白
川
左
次
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
平

　
　
　
　
柳
村
理
太
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
報

　
　
　
（
袖
書
）
猶
以
久
々
御
左
右
不
中
進
、
御
心
元
な
く
覚
召
候
段
、
御
尤
之
御
事

　
　
奉
存
候
。
左
二
申
進
候
通
、
先
書
二
委
細
得
御
意
候
処
、
未
相
届
不
中
候
由
、

　
　
無
覚
束
奉
存
候
。
愚
妻
方
へ
御
伝
筆
中
聞
候
処
、
黍
阜
存
候
よ
し
、
呉
々
申
候

　
　
事
二
御
座
候
。
如
仰
拙
者
儀
、
暫
隙
さ
へ
御
座
候
ヘ
ハ
、
何
と
そ
と
存
経
学
仕

　
　
候
へ
共
、
公
用
ニ
さ
へ
ら
れ
墓
取
不
申
候
。
然
共
一
生
不
断
之
行
佐
と
存
罷
在

　
　
候
。
貴
様
御
事
御
年
之
上
廃
学
被
成
候
由
、
数
年
御
熟
学
之
儀
二
御
座
候
ヘ
ハ

　
　
い
か
ほ
と
御
廃
学
被
成
候
と
て
も
、
御
頼
母
敷
奉
存
候
。
久
敷
書
状
も
進
し
不

　
　
申
候
二
付
、
世
上
之
習
私
身
上
二
吉
凶
之
儀
も
有
之
候
而
之
事
歎
と
、
旁
以
無

　
　
覚
束
思
召
候
段
、
御
尤
至
極
黍
奉
存
候
。
先
ハ
吉
事
の
み
ニ
て
御
遠
々
敷
罷
過

　
　
候
。
甲
州
よ
り
罷
帰
、
い
ま
た
除
多
用
事
、
取
込
申
候
而
、
此
度
ハ
委
細
二
及

　
　
ひ
不
申
候
。
殊
乍
立
相
認
候
体
、
わ
け
も
い
か
ゝ
と
奉
存
候
。
御
推
察
ニ
て
御

　
　
考
読
可
被
下
候
。
委
細
跡
々
万
々
可
得
御
意
候
。
以
上
。

　
文
中
に
、
甲
州
城
請
取
用
務
で
二
月
四
日
に
こ
こ
も
と
発
足
云
々
と
あ
る
。
柳
沢

吉
保
が
甲
府
藩
十
五
万
余
石
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
宝
永
元
年
十
二
月
二
十
一
日
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
宝
永
二
年
の
三
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
確
実
で
あ
る
。
且

那
（
柳
沢
）
の
上
京
は
な
く
「
隠
岐
守
様
、
雅
楽
様
」
が
近
日
上
京
の
途
に
上
る
は

ず
と
あ
る
。
こ
れ
は
将
軍
綱
吉
が
右
大
臣
に
、
そ
の
養
子
家
宣
が
権
大
納
言
に
昇
進

し
た
に
つ
い
て
、
宝
永
二
年
三
月
そ
の
謝
使
が
上
京
し
た
の
を
言
う
。
『
徳
川
実

紀
』
に
、

　
　
　
（
三
月
）
廿
三
日
酒
井
雅
楽
頭
忠
挙
に
京
の
御
謝
使
を
命
ぜ
ら
れ
、
松
平
讃
岐

　
　
守
定
直
は
大
納
言
殿
の
御
謝
使
命
ぜ
ら
れ
…
…
。
。

と
あ
る
。
書
簡
の
雅
楽
様
は
酒
井
忠
挙
で
あ
る
。
書
簡
の
隠
岐
守
様
は
、
お
そ
ら
く

は
間
部
隠
岐
守
詮
之
で
あ
ろ
う
。
家
宣
の
寵
臣
間
部
詮
房
の
弟
で
あ
っ
て
、
宝
永
元

一
〇
三
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
１
　
簡
考
！
鹿
持
氏
家
系
考
細
－
（
小
関
）

年
十
二
月
従
五
位
下
隠
岐
守
と
な
っ
た
。
‘
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
）
家
宣
の
謝
使

に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
か
、
予
定
か
か
わ
っ
て
松
平
讃
岐
守
が
上
京
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
見
え
る
。

　
柳
沢
吉
保
は
威
勢
並
ぶ
者
な
く
、
い
よ
い
よ
甲
府
城
主
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
っ

て
、
左
次
兵
衛
も
加
増
に
な
る
。
利
大
夫
は
こ
の
時
、
京
都
御
屋
鋪
詰
で
あ
る
。
下

に
掲
げ
る
剛
�
�
も
同
様
、
京
都
の
利
大
夫
に
宛
て
た
も
の
。

　
修
理
様
の
仁
右
衛
門
に
与
え
た
書
の
こ
と
か
見
え
る
。
『
家
譜
』
備
考
に
、
「
修

理
君
御
書
翰
日
」
と
し
て
、

　
　
塩
鮎
一
箱
百
五
十
　
到
来
令
祝
着
候
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
　
理

　
　
　
　
　
　
　
八
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
鹿
持
仁
右
衛
門
と
の

と
あ
る
の
が
、
話
題
の
書
状
で
あ
ろ
う
か
。

　
祖
父
江
善
左
衛
門
は
、
『
中
村
分
限
帳
』
　
（
高
知
県
立
図
書
館
）
に

　
　
三
人
扶
持
　
　
　
同
（
児
小
姓
）
　
　
祖
父
江
善
太
夫

と
あ
る
人
物
か
。
中
村
山
内
氏
に
は
家
老
祖
父
江
長
左
衛
門
を
は
じ
め
、
祖
父
江
姓

が
少
な
く
な
い
。
こ
の
人
は
今
も
浪
人
の
ま
ま
で
あ
る
。
元
禄
二
年
か
ら
と
す
れ

ば
、
既
に
十
六
箇
年
に
な
る
。
な
お
、
後
の
書
簡
に
も
出
る
。

　
袖
書
の
「
何
と
そ
と
存
経
学
仕
候
へ
共
云
々
」
　
「
貴
様
御
事
御
年
之
上
廃
学
云

云
」
が
注
意
さ
れ
る
。
利
大
夫
も
相
当
に
儒
書
を
学
ん
だ
と
見
え
る
。

　
　
書
　
簡
　
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
三
年
正
月

去
ル
五
日
之
貴
札
志
東
嘉
左
衛
門
殿
よ
り
相
届
、
番
致
拝
見
候
。
如
仰
改
年
之
御

吉
兆
千
里
同
風
、
目
出
度
申
箭
候
。
先
以
弥
御
堅
固
被
成
御
越
年
候
由
、
珍
重
奉

存
候
。
降
而
拙
者
儀
無
異
事
加
年
仕
候
間
、
乍
慮
外
御
心
安
思
召
可
被
下
候
。

一
、
津
田
弥
右
衛
門
殿
御
加
増
御
拝
領
、
旁
以
目
出
度
奉
存
候
。
此
度
書
状
遣
申

候
間
、
御
届
被
成
可
被
下
候
。



一
〇
四
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
一
、
拙
者
儀
先
書
ニ
も
中
上
候
通
、
旧
臓
加
増
被
中
付
、
都
合
弐
百
石
二
罷
成

候
。
吟
味
役
と
中
ハ
、
其
御
国
元
二
而
者
い
か
様
之
恰
合
二
可
有
御
坐
哉
、
其
段

難
計
御
座
候
。
先
諸
色
金
銀
米
銭
人
箇
之
吟
味
、
其
外
善
悪
之
品
ニ
よ
り
立
合
申

事
二
而
、
尤
国
方
江
戸
と
も
之
用
事
請
込
申
事
も
御
坐
候
。
尤
金
銀
不
残
預
り
、

出
シ
入
之
始
末
仕
、
追
而
勘
定
立
候
儀
二
御
座
候
。
只
今
同
役
四
人
二
而
勤
候
。

内
壹
人
ハ
若
旦
那
へ
相
勤
、
壹
人
ハ
御
成
御
殿
普
請
惣
奉
行
二
罷
成
、
両
人
二
而

壹
人
ツ
ヽ
代
り
相
勤
、
寸
暇
無
御
座
候
。
且
不
断
上
下
二
而
相
勤
中
候
。
格
式
之

義
ハ
足
軽
大
将
之
次
二
而
御
坐
候
。

　
一
、
如
被
仰
下
候
、
除
り
文
盲
出
而
ハ
諸
士
ノ
官
ハ
と
り
か
た
く
、
兼
而
心
掛
申
″

候
得
共
、
勤
学
仕
候
間
断
も
無
之
、
心
底
斗
二
而
御
坐
候
。
、
然
共
、
べ
其
心
を
属
し

叫
候
ハ
／
学
は
ぬ
に
は
し
か
し
と
存
候
。
折
々
被
仰
聞
候
御
訓
言
宛
以
感
入
、
御

尤
千
萬
成
御
事
と
昼
夜
心
掛
申
候
・
御
当
地
も
何
国
当
世
考
申
良
処
ヽ
言
を
巧
ミ

色
を
令
し
メ
、
実
誠
ハ
す
た
り
、
勿
論
聖
学
ノ
事
ハ
希
成
事
二
御
座
候
。
し
か
れ

と
も
当
家
之
儀
者
、
仁
愛
専
不
断
講
談
な
と
有
之
候
ヘ
ハ
、
智
者
の
ほ
と
り
童
へ

に
て
、
少
は
耳
ニ
も
入
、
不
及
な
か
ら
仁
ノ
端
し
に
も
と
奉
存
候
。
且
拙
者
儀
身

二
過
中
候
大
役
被
中
付
候
ヘ
ハ
、
行
住
座
臥
に
も
終
を
慎
ム
て
始
の
こ
と
く
と
心

学
仕
、
尤
忠
勤
者
共
内
二
御
坐
候
か
と
奉
存
候
。
遠
国
に
罷
在
候
ヘ
ハ
孝
道
も
か

な
い
不
中
、
是
而
已
心
外
二
御
座
候
。
然
共
毎
便
二
通
路
仕
、
勿
論
心
懸
ケ
も
仕

候
。

　
一
、
此
書
状
も
乍
御
六
ヶ
敷
、
便
之
節
相
届
候
様
二
被
成
可
被
下
候
。
委
細
可
得

御
意
候
得
共
、
折
節
取
込
中
候
付
、
貴
報
旁
早
々
如
此
御
座
候
。
猶
期
後
喜
之

時
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
正
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
左
次
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
平

　
　
　
柳
村
利
大
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
貴
報

　
　
（
袖
書
）
尚
々
愚
妻
方
へ
も
御
加
筆
泰
奉
存
候
。
宜
中
上
候
様
と
申
御
事
二
御

　
　
座
候
。
富
岡
段
右
衛
門
儀
息
災
二
重
年
仕
候
。
追
啓
、
安
並
忠
兵
衛
事
、
又
々

　
　
打
絶
書
通
も
無
之
候
。
四
五
年
以
前
此
方
ぷ
書
通
仕
候
処
、
有
無
之
返
事
も
無

　
　
之
、
定
而
あ
の
方
は
大
身
拙
者
は
小
身
故
、
う
と
二
し
て
の
義
か
と
存
、
其
後

　
　
者
書
中
も
遣
し
不
申
候
。
大
か
た
若
く
色
々
成
候
而
の
儀
か
と
被
存
候
。
し
か

　
　
し
な
か
ら
侍
之
本
意
、
其
上
由
緒
有
之
儀
二
御
座
候
二
付
、
又
々
書
音
仕
候
而

　
　
見
可
申
か
と
奉
存
候
。
左
候
ハ
ヽ
追
々
御
左
右
可
申
上
候
。
以
上
。
’
・

　
　
゛
（
添
１
　
）
追
而
御
城
下
小
高
坂
力
出
火
、
余
ほ
と
焼
失
、
乍
然
貴
様
御
屋
敷
御

　
　
別
条
も
無
御
坐
候
旨
丿
珍
重
奉
存
候
。
当
御
地
、
去
冬
当
春
ハ
別
而
御
静
か
ニ

　
　
御
座
候
而
、
万
人
安
気
仕
候
。
以
上
。
　
　
　
　
　
Ｉ
　
鞠
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

　
・
小
高
坂
よ
り
出
火
云
々
は
、
宝
永
二
年
十
一
月
十
四
白
の
火
災
に
ち
が
い
心
い
。

（
『
山
内
昨
代
史
貧
稿
』
所
引
『
亀
暦
通
記
』
。
に
、
そ
の
’
日
「
戌
刻
小
高
坂
出
火
延

焼
家
具
六
百
三
十
三
軒
」
と
見
え
る
）
√
書
簡
は
そ
の
翌
宝
永
三
年
正
月
で
冨
る
。
柳

沢
家
に
お
け
る
御
成
御
殿
の
普
請
の
こ
と
も
、
年
代
を
示
す
。
当
時
綱
吉
・
家
宣
の

御
成
は
柳
沢
家
の
年
中
行
事
の
如
き
も
’
の
で
あ
っ
た
。
家
宣
初
度
の
御
成
は
宝
永
三

年
二
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
保
の
妾
町
子
の
『
松
蔭
日
記
』
に
、

　
　
す
べ
て
の
事
御
所
（
綱
吉
）
の
に
か
は
ら
ず
、
猶
は
じ
め
の
た
び
と
て
、
め
づ

　
　
ら
か
な
る
様
を
加
へ
給
へ
り
。
お
ま
し
所
も
こ
の
御
料
に
、
こ
た
び
造
り
そ
へ

　
　
さ
せ
給
へ
り
。

と
あ
る
。
（
徳
富
猪
一
郎
『
近
世
日
本
国
民
史
』
元
禄
時
代
、
上
巻
所
引
に
よ
る
）

お
ま
し
所
は
す
な
わ
ち
御
成
御
殿
で
あ
る
。

　
左
次
兵
衛
は
ま
た
ま
た
加
増
、
二
百
石
取
り
と
な
る
。
多
忙
で
、
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
に
い
る
。
柳
沢
の
好
学
は
（
綱
吉
の
模
倣
で
あ
ろ
う
が
）
世
に
名
高
く
、
元

禄
九
年
荻
生
狙
練
も
柳
沢
に
抱
え
ら
れ
た
。
㈲
に
「
私
儀
も
四
書
之
講
釈
承
申
候
」

㈲
に
「
何
と
そ
と
存
経
学
仕
候
へ
共
」
と
あ
っ
た
が
、
今
度
も
左
次
兵
衛
は
聖
学
の

と
と
に
ふ
れ
て
い
る
。
『
論
語
』
の
巧
言
令
色
の
語
や
『
老
子
』
の
慎
終
如
始
の
語

が
文
中
に
あ
ら
わ
れ
る
。



　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
三
年
五
月

往
来
書
翰
拍
日
、

態
仁
年
中
ぶ
天
正
年
中
迄
、
一
条
様
数
代
土
佐
国
司
と
し
て
幡
多
中
村
二
御
坐
被

成
候
。
御
一
門
、
東
小
路
殿
、
西
小
路
殿
、
飛
鳥
井
殿
、
白
川
殿
、
一
条
様
へ
た

よ
り
て
土
佐
へ
御
下
、
右
の
内
飛
鳥
井
殿
ハ
加
持
村
二
而
御
合
所
領
被
遣
、
則
加

持
村
二
住
居
也
。
其
古
跡
を
加
持
城
と
も
飛
鳥
井
屋
布
と
も
申
と
承
候
。
ケ
様
二

申
所
于
今
在
之
候
哉
。
今
程
ハ
民
家
な
と
在
之
候
哉
。
将
又
飛
鳥
井
虎
熊
丸
幼
少

之
節
、
元
親
様
右
加
持
村
二
而
知
行
被
下
候
。
加
持
村
地
検
帳
ニ
そ
の
わ
け
し
れ

申
候
哉
。
虎
熊
丸
成
長
之
後
、
加
持
弥
五
左
衛
門
と
申
候
而
、
御
入
国
以
後
被
召

出
、
中
村
侍
二
面
、
右
弥
五
左
衛
門
孫
者
加
持
六
郎
兵
衛
並
我
等
二
而
候
。
六
郎

兵
衛
子
白
川
左
次
兵
衛
と
中
者
、
松
平
美
濃
守
様
二
致
奉
公
、
仕
置
役
目
二
而
宜

相
勤
候
。
先
祖
之
由
来
入
用
之
事
候
間
、
急
々
書
付
越
候
得
と
申
越
候
。
御
六
借

可
被
思
召
候
得
共
、
委
細
御
書
付
被
成
、
早
々
御
指
越
可
被
下
頼
存
候
。
以
上
。

　
　
　
五
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
村
利
太
夫

　
　
　
　
古
津
万
右
衛
門
様

　
　
　
書
　
簡
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
三
年
七
月

五
月
十
八
日
之
貴
札
、
六
月
十
日
相
届
拝
見
仕
候
。
如
被
仰
下
候
遠
境
居
中
候

故
、
来
得
貴
意
候
。
先
以
弥
御
堅
固
御
勤
仕
被
成
候
由
、
珍
重
奉
存
候
。
然
は
加

持
六
郎
兵
衛
殿
御
子
息
白
川
左
次
兵
衛
殿
へ
被
遣
候
由
二
而
、
御
先
祖
飛
鳥
井
殿

御
知
行
所
領
、
私
支
配
之
御
検
地
帳
之
内
在
之
候
ハ
ヽ
、
書
抜
差
越
候
様
、
被
仰

下
候
二
付
、
別
紙
之
通
写
進
之
候
。
尤
早
々
調
可
進
之
処
何
角
と
取
紛
延
引
仕

候
。
将
又
当
年
中
二
其
御
地
御
仕
舞
被
成
候
由
、
御
帰
国
之
節
可
得
貴
意
候
。
恐

惶
謹
言
。

　
　
七
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
野
郷
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
津
万
右
衛
門

　
　
　
柳
村
利
大
夫
様

一
〇
五
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
固
―
（
小
関
）

　
　
　
（
添
書
）
尚
々
高
橋
仁
兵
衛
殿
ぶ
御
状
御
届
被
下
候
。
此
書
状
も
仁
兵
衛
殿
迄

　
　
頼
進
候
。
追
而
郷
中
二
在
之
御
検
地
帳
と
申
ハ
、
御
矢
倉
帳
之
写
ニ
。
而
御
座

　
　
候
。
御
城
御
矢
倉
帳
二
委
細
可
有
御
座
と
奉
存
候
。
以
上
。

　
　
　
（
注
）
　
『
家
譜
』
に
は
右
書
翰
の
あ
と
に
、
「
天
正
拾
七
年
土
佐
国
幡
多
郡
入

　
　
野
郷
之
内
御
検
地
二
飛
鳥
井
虎
熊
殿
給
有
之
村
書
抜
日
」
と
し
て
、
加
持
村
・

　
　
入
野
本
村
・
橘
川
村
・
鞭
村
の
虎
熊
給
の
地
面
を
列
記
し
、
そ
の
後
に

　
　
　
右
之
地
面
、
私
支
配
四
ケ
村
之
御
検
地
帖
二
有
之
所
相
違
無
御
坐
候
。
右
之

　
　
　
外
御
領
知
村
々
ニ
在
之
由
二
候
へ
共
、
私
支
配
二
而
無
御
坐
候
二
付
、
記
不

　
　
　
申
候
。
以
上
。

　
　
　
宝
永
三
年
戌
七
月
廿
二
日
　
古
津
万
右
衛
門
（
印
）

　
、
と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
書
簡
文
中
の
「
別
紙
」
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
地
検

　
　
帳
書
抜
の
部
分
は
、
今
は
省
略
す
る
。
な
お
朗
も
「
往
来
書
翰
拍
」
の
中
で
あ

　
　
る
。

　
宝
永
三
年
、
利
大
夫
は
京
都
に
勤
務
中
で
あ
る
。
㈲
に
「
当
年
中
二
其
御
地
御
仕

舞
被
成
候
由
」
と
あ
る
が
、
利
大
夫
が
帰
国
し
た
の
は
翌
年
春
で
あ
っ
た
。
（
『
自

家
緊
要
録
』
）
左
次
兵
衛
は
仕
置
役
目
と
あ
る
。
㈲
に
吟
味
役
と
あ
っ
た
が
、
役
替

が
あ
っ
た
の
か
。
吟
味
役
を
仕
置
役
と
言
い
か
え
た
の
か
。

　
　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牢
水
三
年
十
二
月

去
ル
四
日
之
貴
札
志
東
嘉
左
衛
門
殿
ぷ
相
届
、
恭
致
拝
見
候
。
先
以
余
寒
二
御
座

候
得
共
、
弥
御
堅
固
二
被
成
御
座
候
由
、
珍
重
奉
存
候
。
此
表
相
替
儀
無
御
座
候
。

一
、
拙
者
儀
先
書
ニ
も
中
進
候
通
、
結
構
成
役
替
被
申
付
、
間
も
無
御
座
候
処
、

百
石
之
加
増
被
中
附
、
都
合
弐
百
石
、
殊
長
屋
替
被
中
附
、
道
三
河
岸
屋
敷
二

而
、
大
分
之
長
屋
拝
領
、
重
々
冥
加
二
相
叶
候
仕
合
、
御
察
可
被
下
候
。
此
段
疾

く
ぷ
可
中
進
候
処
、
当
役
一
円
不
得
寸
隙
、
書
状
相
認
候
聞
も
無
之
仕
合
二
御
坐

侯
二
付
、
延
引
罷
成
候
。
委
細
可
得
御
意
候
へ
共
、
右
之
通
以
親
筆
如
此
御
坐

候
。
猶
期
明
１
　
之
節
候
。
恐
惶
謙
言
。



一
〇
六
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
　
十
二
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
左
次
兵
衛
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
平
（
花
押
）

　
　
　
柳
村
理
大
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
御
中

　
　
　
（
袖
書
）
猶
々
国
元
ニ
お
ゐ
て
両
親
一
家
息
災
、
殊
母
気
分
も
透
と
快
候
由
被

　
　
仰
聞
、
其
後
も
便
在
之
、
隨
ノ
便
承
知
大
慶
仕
候
。
此
書
状
ひ
し
や
庄
右
衛
門

　
　
頼
、
如
此
御
座
候
。
此
元
御
用
も
御
座
候
ハ
ヽ
可
被
仰
聞
候
。

　
１
　
簡
哨
（
宝
永
三
年
正
月
）
に
お
い
て
、
左
次
兵
衛
は
「
旧
胆
」
の
二
百
石
へ
・
の

加
増
を
報
知
し
て
い
た
。
本
書
９
　
も
同
じ
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
、

こ
れ
か
宝
永
三
年
の
十
二
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
べ
ほ
ぽ
察
せ
ら
れ
る
。
一
方
こ
、

の
書
簡
が
㈲
と
同
じ
く
ひ
し
や
庄
右
衛
門
辺
頼
む
と
あ
る
と
と
や
ヽ
文
中
’
「
此
元
御

用
も
御
座
候
ハ
ヽ
可
被
仰
聞
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
’
利
大
夫
が
。
ま
だ
京
都
に
い
る

　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
り
　
　
　
ｔ

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
利
大
夫
の
京
都
詰
は
宝
永
四
年
春
ま
で
で
あ
っ
た
。
（
『
自
家

緊
要
録
』
）
こ
め
書
簡
の
年
次
は
間
違
い
な
く
宝
永
三
年
で
あ
る
。
（
こ
の
書
簡
、

長
崎
氏
に
現
存
す
る
）

　
　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
四
年
正
月

改
年
之
御
古
慶
重
畳
目
出
度
申
納
候
。
先
以
弥
御
堅
固
御
超
歳
可
被
成
、
珍
重
奉

存
候
。
爰
元
相
替
儀
無
御
坐
、
拙
者
家
内
無
事
重
年
仕
候
。
旧
識
者
乍
御
返
書

具
被
仰
聞
、
添
致
拝
見
候
。

一
、
貴
様
御
事
当
春
三
月
比
ハ
御
帰
国
可
被
成
筈
之
由
、
御
残
多
奉
存
候
。
乍
然

永
々
之
御
在
京
、
御
無
難
二
御
勉
被
成
、
旁
以
目
出
度
珍
重
不
過
之
奉
存
候
。
御

帰
国
以
後
も
折
々
御
状
被
下
候
様
ニ
と
奉
存
候
。
自
然
宿
毛
辺
御
越
被
成
候
ハ

ヽ
、
両
親
共
事
御
尋
可
被
下
候
。
偏
二
奉
頼
候
。

一
、
池
甚
五
右
事
今
程
在
京
二
而
、
折
々
御
対
面
被
成
候
由
、
御
尤
奉
存
候
。
久

々
打
絶
不
能
書
音
候
。
乍
慮
外
此
書
状
御
届
被
成
可
被
下
候
。

一
、
津
田
殿
へ
も
書
状
進
申
候
間
、
是
亦
御
届
被
成
可
被
下
候
。

　
一
、
志
東
嘉
左
衛
門
殿
事
、
当
春
中
右
御
国
勝
手
二
被
仰
付
、
近
内
御
引
越
候
由

　
二
御
坐
候
。
拙
者
儀
も
当
月
者
用
番
二
付
、
他
出
難
成
、
漸
く
以
使
申
達
候
。

　
一
、
加
持
領
地
之
検
地
帳
之
写
、
御
取
寄
置
被
成
候
由
、
御
亭
寧
な
る
御
事
奉
存

　
候
。
何
よ
り
之
義
二
御
座
候
付
、
何
と
そ
近
日
被
遣
被
下
候
様
二
奉
願
候
。
左
様

　
之
儀
な
と
も
、
同
名
義
御
存
之
通
故
、
扨
々
万
事
危
抹
仕
置
、
一
円
証
拠
ケ
間
敷

　
書
物
等
無
御
坐
候
。
近
日
御
見
せ
被
下
候
様
二
奉
頼
候
。
尚
期
永
慶
之
時
候
。
恐

　
惶
謹
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
　
　
　
’
‘

　
　
　
正
月
六
日
・
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
三
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
平
（
花
押
）
・

　
　
　
　
‐
柳
村
理
太
夫
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
』

　
　
・
　
　
　
　
　
　
参
人
々
御
中
’
　
　
ヽ
～
　
　
＼
‘
　
　
　
＝
　
　
　
　
い

　
・
（
袖
書
）
猶
々
当
１
　
ハ
久
振
御
帰
国
被
成
、
扨
々
御
満
悦
之
段
、
奉
察
候
。
。
不
‐

　
　
懸
御
目
候
得
共
、
京
都
二
而
御
座
候
得
ハ
、
書
音
も
仕
よ
く
、
別
而
大
慶
仕
候

　
　
処
、
御
帰
国
被
成
候
而
ハ
、
只
今
之
様
ニ
ハ
御
座
有
間
敷
と
、
気
之
毒
奉
存

　
　
候
。
当
方
御
用
等
も
御
坐
候
ヘ
ハ
、
可
被
仰
聞
候
。
折
節
用
番
取
込
候
而
、
早

　
　
早
年
序
之
御
祝
詞
迄
如
此
御
坐
候
。
万
喜
期
永
春
候
。
以
上
。

　
文
中
「
貴
様
御
事
当
春
三
月
比
ハ
御
帰
国
可
被
成
筈
」
と
あ
る
。
利
大
夫
は
今
は

ま
だ
京
都
に
あ
り
、
書
簡
は
土
佐
へ
の
帰
国
も
間
近
な
宝
永
四
年
正
月
の
も
の
で
あ

る
。
「
加
持
領
之
検
地
帳
之
写
云
々
」
は
、
書
簡
㈲
㈲
と
て
ら
し
合
わ
せ
て
、
不
審

が
な
い
。
署
名
の
白
川
三
左
衛
門
（
「
家
譜
」
に
は
三
右
衛
門
と
あ
る
）
は
、
左
次

兵
衛
の
改
名
で
あ
る
。
こ
の
人
の
書
簡
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
元
禄
十
五
年
の
㈲
か

ら
、
こ
と
し
宝
永
四
年
ま
で
、
六
年
間
の
書
簡
七
通
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
元
年
二
月

当
正
月
六
日
之
貴
札
、
二
月
十
五
日
相
届
添
致
拝
見
候
。
如
仰
改
年
之
御
慶
目
出

度
申
納
候
。
弥
御
堅
固
被
成
御
越
年
之
由
、
珍
重
奉
存
候
。
拙
宅
無
異
事
致
加
年

候
。



一
、
貴
様
御
儀
去
年
夏
よ
り
、
御
支
配
之
郷
中
二
御
詰
被
成
、
月
迫
御
帰
被
成
候

由
、
御
太
儀
奉
存
候
得
共
、
御
無
難
御
力
被
成
、
目
出
度
奉
存
候
。
御
互
二
手
透

無
之
、
御
遠
々
敷
罷
過
候
。

一
、
池
甚
五
右
衛
門
右
年
内
書
状
参
候
由
、
無
事
之
段
被
仰
聞
候
。
此
方
方
も
折

節
書
状
遣
中
候
処
、
相
滞
申
儀
二
候
哉
、
い
な
事
返
事
も
無
之
事
欺
と
奉
存
候
。

尤
甚
五
右
方
よ
り
終
書
音
も
無
之
候
。
貴
様
御
儀
上
方
二
御
詰
被
成
候
内
よ
り
、

御
存
之
通
書
合
も
仕
候
へ
共
、
彼
方
力
終
返
書
も
不
申
請
候
。
今
度
此
元
家
内
之

高
下
不
残
、
当
家
へ
罷
出
候
節
方
只
今
迄
之
内
之
年
禄
並
親
類
書
差
出
候
様
ニ
と

被
申
付
候
。
拙
者
儀
も
近
々
差
出
し
可
申
と
存
候
。
然
所
二
御
存
知
之
通
、
代
々

土
佐
生
之
儀
二
御
座
候
へ
は
、
江
戸
二
親
類
も
無
之
候
。
段
右
衛
門
儀
ハ
甥
之
儀

二
御
座
候
二
付
、
書
載
可
申
候
。
池
氏
ハ
相
除
き
可
申
候
。
貴
様
御
儀
も
書
載
中

侯
二
付
、
左
様
御
心
得
可
被
成
候
。

一
、
右
親
類
書
之
儀
、
祖
父
曽
祖
父
高
祖
父
迄
書
の
せ
申
筈
二
御
坐
候
。
由
緒
不

知
衆
も
多
く
御
座
候
得
共
、
拙
者
儀
首
之
書
物
社
無
御
座
候
得
共
、
無
隠
事
二
御

坐
候
付
、
高
祖
父
ぶ
段
々
父
迄
書
出
し
可
申
と
奉
存
候
。
高
祖
父
儀
ハ
飛
鳥
井
右

京
進
、
是
ハ
豊
後
戸
次
川
合
戦
之
節
、
長
曽
我
部
信
親
一
所
二
討
死
仕
候
様
二
相

見
へ
申
候
間
、
其
段
の
せ
可
申
と
存
候
。

一
、
養
子
三
次
郎
儀
御
尋
泰
奉
存
候
。
段
々
長
敷
罷
成
中
候
。
此
通
り
ニ
て
変
も

無
之
候
ハ
ヽ
、
奉
公
之
願
も
可
仕
か
と
奉
存
候
。
妻
も
同
事
中
上
候
。
委
細
可
得

貴
意
候
得
共
、
出
番
取
込
、
早
々
如
此
御
座
候
。
猶
追
々
具
可
得
御
意
候
。
恐
惶

謹
言
。

　
　
二
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
房
（
花
押
）

　
　
　
柳
村
理
太
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
貴
報

　
　
（
袖
書
）
猶
々
祖
父
江
善
左
衛
門
殿
へ
も
、
御
参
会
之
刻
宜
御
心
得
被
成
可
被

　
下
候
。
委
細
跡
右
具
可
中
上
候
。
以
上
。

一
〇
七
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
―
鹿
持
氏
家
系
考
固
Ｉ
（
小
関
）

　
文
中
に
先
祖
書
な
ど
を
近
々
の
う
ち
に
差
出
す
と
あ
る
。
書
簡
�
に
、
正
徳
元
年

に
先
祖
書
を
差
出
し
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
書
簡
は
正
徳
元
年
二
月
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
「
貴
様
御
儀
去
年
夏
よ
り
…
…
月
迫
御
帰
被
成
候
由
」
と
あ
る
。
当
時
利
大

夫
は
安
芸
郡
の
居
役
で
あ
っ
た
が
、
前
年
の
年
末
か
ら
一
時
高
知
に
帰
っ
て
い
た
も

の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
　
「
当
家
へ
罷
出
候
節
右
云
々
」
の
当
家
と
は
、
柳
沢
家
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
々
の

書
簡
で
知
ら
れ
る
。
池
甚
五
右
衛
門
は
書
簡
㈲
に
「
大
坂
表
に
相
詰
」
、
書
簡
�
に

　
「
今
程
在
京
」
と
見
え
て
い
た
。
土
佐
藩
の
下
級
役
人
で
あ
ろ
う
。
加
持
家
と
は
遠

い
親
族
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
江
戸
の
人
々
と
は
音
信
が
と
だ
え
つ
つ
あ
る
ら
し

い
。
段
右
衛
門
と
三
次
郎
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
れ
る
。

　
　
書
　
房
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
四
年
八
月

一
筆
致
啓
上
候
。
先
以
三
月
廿
二
日
祖
父
江
氏
便
之
御
状
到
達
、
御
懐
敷
致
拝
見

候
。
御
紙
面
之
通
、
近
年
ハ
絶
音
間
中
候
。
弥
其
御
地
貴
様
御
家
内
御
揃
御
堅
固

被
成
御
座
、
貴
様
ニ
も
今
程
者
御
役
替
、
御
城
中
横
目
被
仰
付
候
旨
、
首
尾
能
立

身
被
成
候
段
目
出
度
存
候
。
可
被
御
精
出
候
。
将
又
於
宿
毛
、
老
母
太
左
衛
門
別

事
無
御
座
由
被
仰
聞
、
呑
大
慶
仕
候
。
如
仰
老
母
も
近
年
ハ
老
病
歎
、
半
身
不
叶

侯
由
申
来
、
千
万
気
遣
申
事
二
御
坐
候
。
嘸
々
可
為
老
衰
と
、
床
敷
存
事
二
御
坐

候
。
太
左
衛
門
も
一
両
年
中
風
之
気
味
ニ
て
半
身
不
如
意
之
由
、
是
又
老
人
ニ
て

御
座
候
ヘ
ハ
、
無
心
元
存
候
。
貴
様
右
も
先
頃
御
文
通
被
成
候
由
、
不
絶
よ
く
御

通
達
被
成
候
と
存
候
。
此
元
替
儀
無
御
座
、
拙
者
前
役
相
勤
、
当
年
は
弥
首
尾

能
、
上
右
も
御
懇
之
儀
共
ニ
て
相
勤
申
候
。
家
内
も
別
事
無
御
座
候
間
、
旁
御
心

安
思
召
可
被
下
候
。
三
次
郎
儀
も
元
服
い
た
し
、
手
習
学
文
等
精
出
中
候
。
手
跡

は
よ
ほ
ど
宜
罷
成
候
而
、
も
は
や
手
跡
一
通
り
ニ
て
も
、
ロ
す
き
可
成
哉
と
存

候
。
然
共
い
ま
た
若
輩
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
今
暫
も
手
前
二
差
置
可
申
と
存
候
。

一
、
高
橋
段
右
衛
門
儀
致
牢
人
、
拙
宅
へ
引
取
候
段
、
御
承
知
被
成
候
由
、
此
儀

早
速
御
知
ら
せ
申
筈
之
処
、
何
角
取
粉
心
外
二
罷
過
候
。
御
聞
及
之
通
、
暇
相
願



一
〇
八
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
候
而
致
牢
人
侯
処
、
段
々
首
尾
能
暇
取
申
候
二
付
、
手
前
へ
呼
取
、
幸
実
子
も
無

　
御
坐
侯
二
付
、
養
子
二
当
主
へ
相
願
候
処
、
是
又
首
尾
好
被
申
付
、
致
安
堵
侯
。

　
殊
更
間
も
な
く
被
呼
出
、
相
勉
申
候
。
相
庖
二
御
切
扶
被
下
、
加
持
歌
右
衛
門
と

　
相
改
勉
罷
在
候
処
、
今
般
又
々
役
替
等
被
申
付
、
宜
被
召
仕
、
旁
以
何
も
安
悦
之

　
股
、
御
察
可
被
下
候
。
三
次
郎
儀
い
ま
た
若
輩
二
御
坐
侯
二
付
、
願
も
差
拍
罷
在

　
侯
処
、
幸
之
儀
有
之
、
双
方
安
堵
と
申
事
二
御
坐
候
。
且
三
次
郎
儀
、
右
ニ
も
申

　
侯
通
、
手
跡
よ
ほ
と
上
達
、
是
ニ
て
い
か
様
も
有
付
兼
申
事
土
て
も
無
之
候
間
、

　
末
々
又
宜
儀
も
可
有
候
と
存
侯
。
右
養
子
取
組
之
儀
者
‐
、
故
右
衛
門
先
主
ヘ
ハ
致

，
秘
詞
侯
。
是
も
少
々
存
寄
御
座
侯
故
二
而
侯
。
於
其
元
も
此
御
心
得
二
被
成
可
被

　
下
侯
。
只
同
名
ニ
い
た
じ
甲
斐
守
殿
へ
出
侯
分
子
、
品
川
ヘ
パ
，
申
達
置
候
。
委
曲

　
由
二
罷
成
侯
二
付
、
心
外
打
過
申
侯
。
御
揃
御
堅
固
又
々
御
役
替
之
段
、
目
出
度

　
存
候
。
御
内
証
様
へ
も
御
悦
等
能
々
御
心
得
可
被
下
侯
。
扨
拙
者
儀
、
兼
々
被
仰

　
下
候
通
、
忠
勣
可
勁
先
主
二
而
御
座
候
二
付
、
随
分
と
存
侯
而
相
勤
候
処
、
九
郎

　
太
郎
様
之
儀
御
聞
及
之
通
、
御
病
身
二
而
御
引
込
被
成
侯
後
、
段
々
家
中
上
下
ニ

　
邪
人
多
成
、
中
々
志
有
之
者
一
日
も
相
勉
り
申
儀
二
而
無
御
坐
侯
。
然
共
可
成
程

　
ハ
凌
可
申
と
、
誠
不
顧
憚
、
上
へ
も
三
諌
五
誄
も
仕
侯
へ
共
、
中
々
埓
明
不
申
ニ

　
付
、
も
は
や
不
及
力
、
其
上
ハ
命
滅
よ
り
外
之
儀
無
之
体
醍
成
候
。
然
共
家
中
之

　
為
二
命
を
可
捨
ほ
と
の
厚
憲
ニ
ハ
不
預
、
拙
者
事
却
而
可
恨
道
ハ
数
多
，
ニ
御
坐
候

　
二
付
、
身
退
ク
よ
り
外
ハ
無
之
時
節
と
存
極
、
願
申
侯
。
此
外
文
通
二
不
成
次
第

　
山
の
こ
と
く
ニ
御
坐
侯
。
拙
者
共
牢
人
い
た
し
侯
も
、
却
而
御
為
’
ニ
能
御
坐
侯
。

　
全
不
忠
心
緒
二
而
ハ
無
御
坐
侯
間
、
’
御
心
安
忌
召
可
被
下
侯
。
・
依
之
暇
被
下
侯
ニ



見
え
る
。
『
家
譜
』
に
は
、
六
郎
兵
衛
は
「
宝
永
四
年
丁
亥
十
二
月
十
日
病
死
于
宿

毛
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
書
簡
と
は
別
に
拠
る
所
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
雅
房
が
、
浪
人
と
な
っ
た
高
橋
段
右
衛
門
を
迎
え
て
養
子
と
し
た
こ
と
、
段
右
衛

門
は
加
持
政
右
衛
門
と
改
名
し
て
柳
沢
家
に
仕
え
た
こ
と
か
見
え
る
。
書
簡
�
に
よ

れ
ば
段
右
衛
門
は
雅
房
の
甥
で
あ
る
。
『
家
譜
』
に
、
雅
房
の
室
は
真
鍋
三
郎
右
衛

門
女
、
三
郎
右
衛
門
は
山
内
大
膳
亮
家
臣
で
知
行
二
百
石
、
浪
人
と
な
り
江
戸
に
住

む
と
あ
る
。
高
橋
段
右
衛
門
は
こ
の
真
鍋
三
郎
右
衛
門
の
外
孫
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
彼
は
九
郎
太
郎
様
に
仕
え
て
い
た
が
、
思
い
あ
ま
る
事
情
が
あ
っ
て
暇
を
願
っ

て
浪
人
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
九
郎
太
郎
は
山
内
大
膳
亮
の
嫡
子
で
あ
る
。
元
禄
二

年
父
と
と
も
に
青
山
下
野
守
忠
重
に
預
け
ら
れ
、
遠
州
浜
松
に
流
さ
れ
、
同
五
年
赦

さ
れ
て
高
知
に
帰
り
、
今
の
大
膳
町
に
住
む
。
十
三
年
恩
赦
、
江
戸
に
出
、
宝
永
元

年
十
一
月
十
三
日
常
憲
院
殿
（
綱
吉
）
に
拝
謁
、
寄
合
に
列
す
。
五
年
十
月
晦
日
、

病
に
よ
り
て
仕
を
辞
し
、
延
享
四
年
七
月
死
す
。
七
十
三
歳
。
（
『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
）
　
「
九
郎
太
郎
様
御
病
身
二
而
云
々
」
は
前
々
か
ら
の
こ
と
で
、
宝
永
五
年
に

い
た
っ
て
仕
を
辞
し
た
も
の
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
真
鍋
三
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は
「
中
村
三
万
石
御
分
限
御
物
成
高
御

侍
御
奉
公
人
覚
」
　
（
『
中
村
市
史
』
所
掲
）
に

　
定
江
戸
配
所
御
供
　
同
（
知
行
）
百
石
　
　
　
真
鍋
三
郎
右
衛
門

と
あ
る
。
彼
が
配
所
御
供
と
し
て
改
易
後
の
大
膳
亮
に
従
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
段
右
衛
門
が
彼
の
外
孫
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
外
祖
父
は
大
膳

亮
に
仕
え
、
外
孫
は
大
膳
亮
の
嫡
子
に
仕
え
た
こ
と
と
な
っ
て
、
こ
れ
は
き
わ
め
て

あ
り
う
べ
き
事
で
あ
る
。
段
右
衛
門
は
三
郎
右
衛
門
の
外
孫
に
相
違
あ
る
ま
い
。

　
祖
父
江
善
左
衛
門
は
宝
永
二
年
（
書
簡
６
）
江
戸
で
浪
人
で
あ
っ
た
。
正
徳
元
年

　
（
書
簡
1
2
）
に
は
土
佐
に
い
た
。
今
年
正
徳
四
年
、
彼
は
暇
を
願
っ
て
ふ
た
た
び
江

戸
に
浪
人
す
る
。
「
彼
是
流
浪
之
体
扨
々
無
心
千
万
二
存
事
」
と
あ
る
。
（
こ
の
無

心
の
語
は
書
簡
㈲
に
も
あ
っ
た
が
、
気
の
毒
の
意
の
土
佐
方
言
で
、
雅
房
が
土
佐
育

ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
善
左
衛
門
と
加
持
と
は
ど
ん
な
縁
故
か
。
「
被

一
〇
九
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
、
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
囚
－
（
小
関
）

仰
下
候
通
之
由
緒
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
つ
い
で
に
記
す

と
、
彼
は
正
徳
五
年
を
迎
え
て
も
、
な
お
浪
人
の
ま
ま
で
あ
る
。
（
書
簡
1
4
）

　
　
書
　
簡
　
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
五
年
正
月

青
陽
之
慶
嘉
千
里
同
風
申
治
候
。
弥
御
家
内
御
揃
御
堅
固
可
被
成
御
加
蔵
と
珍
重

奉
存
候
。
当
地
無
別
儀
、
拙
宅
何
も
無
異
儀
致
越
年
候
。
当
御
役
儀
御
障
無
御
坐

候
哉
。

一
、
去
夏
以
書
状
得
御
意
候
。
定
而
可
相
違
奉
存
候
。
尤
去
春
祖
父
江
氏
便
ニ

預
、
御
細
毫
泰
阜
存
候
。
右
御
返
事
旁
得
御
意
候
牛
。

一
、
於
宿
毛
老
母
存
命
二
罷
有
候
や
、
承
度
存
候
。
去
年
中
太
左
衛
門
殿
力
も
不

預
書
音
候
。
逐
日
老
衰
之
趣
二
承
、
気
之
毒
存
候
。
第
一
近
年
半
身
叶
不
申
由
、

極
老
之
儀
気
遣
中
事
二
候
。
太
左
殿
も
中
風
之
様
二
御
座
候
旨
中
来
候
。
是
も
老

人
故
、
い
か
ｘ
と
存
候
。
遠
境
之
儀
心
外
の
み
ニ
御
坐
候
。
漸
壹
ケ
年
二
Ｉ
両
度

宛
、
書
状
並
金
子
等
差
遣
中
事
二
御
座
候
。
安
否
御
間
候
ハ
ヽ
仰
聞
可
被
下
候
。

一
、
先
達
而
御
承
知
被
成
候
や
、
此
方
拙
者
相
動
居
候
隠
居
保
山
殿
、
去
冬
霜
月

二
日
御
死
去
二
而
、
何
も
力
落
中
候
。
君
子
同
前
之
人
ニ
て
御
坐
候
処
、
惜
敷
儀

二
存
候
。
然
と
も
拙
者
儀
も
数
年
大
役
相
勤
、
今
日
迄
は
聊
無
越
度
勉
来
、
先
八

本
望
二
存
候
。
然
共
年
来
之
儀
、
逐
日
気
魂
も
薄
く
罷
成
候
二
付
、
役
儀
之
断
を

も
申
達
、
引
込
心
安
相
暮
可
中
や
と
存
候
。
然
共
心
安
勤
方
ニ
も
、
甲
斐
守
殿
被

仰
付
候
ハ
ヽ
、
今
暫
も
勤
仕
可
仕
候
。
い
ま
た
了
簡
不
究
候
。
政
右
衛
門
儀
ハ
い

ま
た
年
壮
之
者
ニ
て
御
座
候
二
付
、
い
か
様
と
も
出
世
可
仕
と
存
候
。
当
然
何
之

御
気
遣
も
無
御
座
候
間
、
可
御
心
易
候
。

一
、
祖
父
江
氏
も
于
今
牢
人
二
て
被
居
候
。
宜
敷
有
付
無
御
座
、
気
之
毒
存
候
。

拙
者
も
心
掛
候
へ
共
、
隠
房
方
二
居
候
へ
は
、
他
所
之
聞
合
成
か
ね
、
心
外
二
存

候
。
此
方
へ
も
節
々
参
ら
れ
候
得
共
、
拙
者
ハ
寸
暇
無
御
座
候
二
付
、
去
夏
一
度

逢
中
候
迄
二
而
、
其
後
面
談
不
仕
候
。
年
始
御
嘉
儀
、
為
可
得
御
意
如
此
御
座

候
。
御
内
証
様
へ
も
宜
奉
頼
候
。
政
右
衛
門
も
別
紙
二
可
得
御
意
候
得
共
、
異
事



-

一
〇
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
無
御
座
候
間
、
。
不
能
其
儀
候
。
一
紙
御
宥
可
被
下
候
。
尚
期
永
日
之
時
候
。
恐
惶

　
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
三
右
衛
門

　
　
　
　
来

　
　
　
　
　
正
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
房
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
政
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
君
（
花
押
）

　
　
　
　
　
柳
村
理
大
夫
様
。
・

　
　
「
未
」
は
正
徳
五
年
乙
来
で
あ
、
る
。
隠
居
保
山
殿
と
あ
る
の
は
柳
沢
吉
保
。
宝
永

三
年
隠
居
し
て
保
山
入
道
法
号
し
た
・
。
彼
の
栄
耀
を
極
め
た
一
生
の
終
１
　
は
、
正
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
Ｉ

四
年
十
一
汁
こ
日
で
為
っ
七
。
。
　
ト
　
＼

プ
雅
房
か
柳
沢
家
に
仕
え
た
０
　
は
、
’
い
づ
か
ら
で
あ
・
つ
た
か
。
『
家
譜
』
。
に
は
「
元

禄
末
年
仕
松
平
甲
斐
守
殿
云
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
あ
る
ま
い
。

な
る
ほ
ど
書
簡
�
�
は
、
雅
房
が
松
平
甲
斐
守
に
仕
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
甲
斐
守
す
な
わ
ち
柳
沢
古
里
の
襲
封
（
宝
永
六
年
）
以
後
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
雅
房
は
「
隠
居
方
」
に
勤
め
て

い
る
。
わ
た
く
し
は
、
雅
房
の
出
仕
は
吉
保
の
隠
居
（
宝
永
三
年
）
よ
り
も
ず
っ
と

前
、
元
禄
も
比
較
的
早
い
頃
で
、
白
川
左
次
兵
衛
政
平
と
前
後
し
て
で
は
な
か
っ
た

か
と
想
像
す
る
。
弟
政
平
は
元
禄
五
年
頃
に
柳
沢
に
抱
え
ら
れ
た
。
兄
雅
房
が
十
年

も
お
く
れ
て
、
同
じ
く
柳
沢
に
あ
り
つ
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
三
年
十
月

鍛
治
橋
御
屋
敷
ニ
て
松
本
六
兵
衛
へ
頼
、
小
栗
又
之
進
迄
相
達
給
候
様
ニ
と
申
、

一
筆
致
啓
上
候
。
其
後
は
節
久
絶
音
問
、
御
疎
々
敷
罷
過
候
。
勿
論
其
元
力
も
久

々
御
通
路
無
御
座
、
い
か
ｙ
と
無
心
元
奉
存
候
。
弥
御
家
内
様
御
揃
御
堅
固
、
貴

様
不
相
替
御
勤
役
被
成
候
哉
、
御
安
否
承
度
存
候
。
当
春
も
以
書
状
申
進
候
。
い

か
ゝ
相
達
申
候
哉
。
御
様
子
承
度
奉
存
候
。
此
方
何
も
無
異
事
罷
有
候
。
今
般
政

　
右
衛
門
儀
も
弥
不
得
手
透
、
逐
日
事
多
相
勉
申
候
二
付
、
節
々
文
通
も
難
成
御
座

　
候
。
御
息
様
も
御
繁
栄
二
御
座
候
や
、
是
又
承
度
御
座
候
。
御
内
政
様
へ
も
御
息

　
様
方
へ
も
、
能
々
御
心
得
被
成
可
被
下
候
。
将
又
宿
毛
斉
原
太
左
殿
近
年
病
身
二

　
御
坐
候
由
中
来
候
。
其
元
へ
通
達
も
御
坐
候
哉
。
此
方
へ
は
も
は
や
ニ
ケ
年
書
状

　
不
参
候
。
此
方
ぶ
も
去
春
文
通
致
候
後
ハ
、
音
信
も
致
不
中
候
二
付
、
い
か
ゝ
と

　
存
候
。
且
御
聞
及
も
被
成
候
哉
、
此
方
旦
那
様
去
秋
よ
り
、
西
ノ
御
丸
奥
表
共
之

　
御
修
覆
御
手
伝
被
仰
付
候
而
、
漸
当
八
月
迄
二
成
就
、
依
之
長
々
江
戸
二
御
詰
被

　
成
、
其
上
毎
日
右
御
場
所
へ
’
御
出
被
成
候
故
い
手
前
事
多
候
而
、
ご
御
疎
々
敷
打
過
’

　
申
候
。
政
右
衛
門
儀
、
先
書
ニ
も
得
御
意
候
通
、
供
方
跡
乗
役
二
而
、
騎
馬
ニ
て

　
相
勉
中
故
で
日
々
之
御
出
二
罷
出
一
、
寸
透
無
御
座
、
’
首
尾
能
相
勤
申
校
閲
、
御
心
　
・

　
　
　
　
咽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
い

　
安
思
召
可
被
下
候
。
ふ
’
ぎ
地
近
年
ハ
炭
々
も
大
火
事
等
御
座
候
而
、
騒
ケ
敷
体
と

‘
も
に
御
１
　
候
。
然
共
此
方
上
屋
布
下
屋
敷
共
無
難
二
而
、
致
大
慶
候
。
扶
軒
儀
只

　
今
ハ
気
楽
二
相
暮
、
息
災
二
致
安
住
候
間
、
御
心
安
可
被
思
召
候
。
余
り
く
御

　
遺
々
敷
御
坐
候
間
、
御
安
否
承
度
如
此
御
坐
候
。
尚
重
而
万
核
可
申
承
候
。
恐
惶

　
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
扶
軒

　
　
　
戌

　
　
　
　
十
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
房
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
政
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
君
（
花
押
）

　
　
　
　
柳
村
利
太
夫
様

　
　
（
袖
書
）
尚
以
御
安
否
承
度
存
候
。
斉
原
へ
之
書
状
、
貴
様
力
便
之
節
、
御
達

　
　
被
成
可
被
下
候
。
奉
頼
候
。
以
上
。

　
日
附
の
「
戌
」
は
享
保
三
年
戊
戌
で
あ
る
。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
柳
沢
吉
里
の

条
に
、

　
　
享
保
三
年
六
月
十
五
日
、
先
に
西
城
修
理
の
こ
と
を
つ
と
め
し
に
よ
り
、
時
服

　
　
二
十
領
を
た
ま
ひ
、
十
八
日
家
臣
に
も
時
服
及
び
羽
織
白
銀
等
を
た
ま
ふ
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
書
状
の
記
述
と
相
補
う
こ
と
が
で
き
る
。



　
正
徳
五
年
の
書
簡
�
に
「
於
宿
毛
老
母
存
命
二
罷
有
候
や
承
度
」
と
あ
っ
た
が
、

本
状
は
「
宿
毛
斉
原
太
左
殿
」
を
気
づ
か
う
の
み
で
、
母
の
こ
と
を
言
わ
な
い
。
雅

房
ら
の
母
は
、
享
保
初
年
の
こ
ろ
、
夫
六
郎
兵
衛
の
後
を
追
う
た
も
の
と
思
わ
れ

　
雅
房
は
隠
居
し
て
扶
軒
と
号
し
て
い
る
。
前
の
書
簡
に
「
気
魂
も
薄
罷
成
云
々
」

と
あ
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
隠
居
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
六
年
五
月

　
貴
札
致
拝
見
候
。
先
以
就
御
用
此
度
御
出
府
被
成
候
由
二
而
、
預
御
使
籍
、
扨
々

　
御
懐
敷
、
貴
顔
之
心
持
仕
、
番
致
拝
誦
候
。
疾
く
に
も
御
尋
可
被
下
候
処
、
利
太

　
夫
殿
堅
御
中
付
被
成
候
由
、
御
差
和
被
成
候
旨
、
御
尤
奉
存
候
。
乍
去
其
許
様
二

　
御
遠
慮
之
御
事
も
無
御
坐
候
得
は
、
此
方
二
何
之
障
無
御
坐
候
間
、
御
手
透
之

　
刻
、
遠
方
二
御
座
候
へ
共
、
御
尋
被
下
候
ハ
ヽ
、
寛
々
可
得
貴
意
と
存
候
。
当
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
右
衛
門
事

　
同
苗
三
右
衛
門
我
等
儀
、
屋
布
一
統
之
類
焼
二
付
、
同
苗
三
右
衛
門
儀
ハ
屋
布
二

　
小
屋
か
け
仕
罷
在
候
。
思
拙
儀
は
屋
布
近
所
小
屋
掛
之
外
宅
仕
、
当
分
罷
在
候
。

　
御
使
見
分
之
通
二
御
坐
候
。
貴
様
ニ
も
来
夏
迄
御
在
府
候
由
、
左
候
ハ
ヽ
、
其
内

　
兎
角
緩
々
可
得
御
意
と
大
悦
仕
候
。

　
一
、
利
大
失
殿
志
之
御
状
箱
御
届
被
下
、
請
取
中
候
。
同
苗
儀
屋
布
二
罷
在
候

　
間
、
追
而
貴
報
御
頼
可
申
上
候
。
委
細
之
義
者
、
貴
顔
万
々
可
得
御
意
候
条
、
早

　
々
及
貴
報
候
。
以
上
。

　
　
五
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
扶
軒

　
　
　
　
柳
村
儀
七
郎
様

　
柳
村
儀
七
郎
あ
て
の
書
状
は
こ
れ
か
は
じ
め
て
で
あ
る
。
義
七
郎
は
こ
の
時
江
戸

に
出
て
い
た
。
『
自
家
緊
要
録
』
等
に
よ
れ
ば
、
彼
が
父
の
代
勤
と
し
て
は
じ
め
て

江
戸
に
出
た
の
が
享
保
六
年
四
月
で
、
翌
七
年
に
は
帰
国
し
、
そ
の
後
た
び
た
び
江

戸
勤
務
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
こ
の
書
状
に
は
「
我
等
屋
布
一
統
之
類
焼
」
の
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
火
災
は
、
後
出
書
簡
�
に
「
去
々
丑
三
月
四
日
大
風
急
火
二
而
難
遁

一
　
一
　
一
　
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
１
　
簡
考
Ｉ
鹿
持
氏
家
系
考
糾
－
（
小
関
）

類
焼
」
と
あ
る
の
と
同
じ
火
災
を
さ
す
で
あ
ろ
う
。
享
保
六
年
辛
丑
三
月
三
日
四
日

の
両
日
、
と
も
に
南
風
烈
し
く
し
て
大
火
と
な
っ
た
こ
と
、
『
徳
川
実
紀
』
に
詳
し

い
。
こ
の
書
簡
は
享
保
六
年
五
月
の
も
の
で
、
義
七
郎
の
。
は
じ
め
て
出
府
し
た
時
で

あ
る
こ
と
明
白
で
あ
る
。

　
義
七
郎
は
父
利
大
夫
の
教
え
に
従
っ
て
、
親
し
く
雅
房
家
を
訪
れ
る
こ
と
を
ひ
か

え
た
。
利
大
夫
は
、
家
格
い
や
し
い
者
が
縁
者
と
名
乗
っ
て
出
て
は
、
先
方
に
迷
惑

で
あ
ろ
う
と
気
づ
か
っ
た
の
か
。
義
七
郎
は
こ
の
時
二
十
六
歳
、
し
ば
ら
く
老
成
す

る
の
を
待
っ
て
対
面
す
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
だ
の
か
。
こ
の
こ
と
は
書
簡
�
に
も
見

え
、
ど
う
や
ら
自
家
の
微
賤
を
強
く
意
識
し
て
の
こ
と
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

　
政
右
衛
門
は
養
父
と
同
じ
三
右
衛
門
に
改
名
し
た
。

　
　
書
　
簡
　
吻

往
来
書
翰
拍
日
、

享
保
七
年
三
月

一
、
元
禄
年
中
大
膳
様
当
府
中
被
成
御
坐
候
節
、
中
村
之
浪
人
士
中
窺
御
機
嫌
二

被
出
候
。
御
亡
父
公
も
御
出
勤
、
私
宅
へ
待
請
候
つ
る
。
巴
ノ
字
ヲ
紋
に
被
成

候
。
我
等
申
候
ハ
、
字
ヲ
紋
二
為
仕
ハ
見
分
不
宜
候
。
夫
故
字
の
紋
付
ル
人
希
二

候
。
何
と
て
御
附
被
成
候
哉
と
尋
候
へ
は
、
と
も
へ
か
家
の
紋
と
い
ふ
者
あ
り
、

然
と
も
く
と
き
紋
な
る
ゆ
へ
字
に
い
た
し
候
と
被
仰
候
。
そ
れ
は
ア
ヤ
マ
リ
ニ
て

候
。
飛
鳥
井
家
之
紋
ハ
向
鶴
二
而
候
。
乍
去
今
程
是
を
附
候
事
い
ら
ぬ
事
二
候
。

云
々
。

　
　
　
三
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
村
利
太
夫

　
　
　
　
加
持
扶
軒
様

　
　
　
　
同
政
右
衛
門
様

　
享
保
八
年
正
月
の
書
簡
�
に
、
こ
れ
に
対
す
る
扶
軒
ら
の
返
事
か
お
る
。
こ
の
書

状
を
享
保
七
年
三
月
と
判
定
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。



　
一
　
一
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
・
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
七
年
五
月

　
遠
境
御
使
同
性
方
へ
預
御
細
書
、
参
致
拝
見
候
。
先
頃
御
国
元
方
之
御
状
並
御
手

　
紙
共
被
成
、
正
月
之
御
手
紙
二
而
御
坐
候
所
、
何
方
二
相
滞
申
候
哉
、
二
三
日
以

　
前
二
致
到
着
候
而
致
拝
見
候
。
先
以
貴
様
御
事
去
年
方
永
々
御
詰
、
弥
御
堅
固
被

　
成
御
勤
仕
、
当
月
末
頃
ニ
ハ
御
国
元
へ
御
越
之
由
、
御
詰
中
御
別
条
無
御
坐
、
御

　
同
意
珍
重
之
御
事
御
坐
候
。
於
御
国
許
利
大
失
９
　
初
皆
々
様
御
安
全
之
旨
、
先
日

　
之
御
状
ニ
も
御
安
否
承
之
、
旁
珍
重
奉
存
候
。
手
前
相
替
儀
無
御
坐
候
。
尤
同
姓

　
扶
軒
儀
今
程
ハ
町
宅
二
居
申
侯
間
、
今
日
御
手
紙
も
９
　
速
為
持
可
遣
と
存
候
処
、

　
昨
ｅ
ｎ
-
t
o
誕
之
こ
。
と
く
ニ
付
、
寒
熱
ノ
往
来
強
打
臥
罷
在
候
二
付
、
早
速
御
紙
面
致

　
拝
見
候
儀
も
罷
成
不
申
体
ニ
・
而
御
坐
候
二
付
、

拙
者
方
よ
り
御
報
収
入
候
。
殊
更

　
御
国
元
方
御
到
来
之
由
戸
て
見
事
之
鰹
節
一
包
十
被
懸
御
意
、
誠
二
古
郷
ノ
’
品
と

ｙ
申
、
‘
別
而
厚
く
賞
味
可
仕
と
、
ぺ
於
拙
者
辱
奉
存
候
。
。
御
当
地
二
而
相
求
候
而
も
中

　
々
ケ
様
之
節
ハ
無
御
坐
候
二
付
、
扶
軒
別
而
大
慶
仕
二
而
可
有
御
坐
と
存
候
。
其

　
内
御
国
元
へ
も
御
便
之
節
可
然
様
御
礼
等
被
仰
進
可
被
下
候
。
尤
従
此
方
も
近
々

　
書
状
相
認
進
上
可
申
候
間
、
左
様
御
心
得
可
被
下
候
。
貴
様
御
事
も
御
帰
国
前
思

　
宅
へ
御
越
可
被
下
候
旨
、
遠
境
思
召
寄
添
存
候
。
御
帰
国
も
近
寄
御
取
込
ニ
ハ
可

　
有
御
坐
候
へ
共
、
若
御
出
被
下
候
ハ
ヽ
、
可
得
貴
意
と
大
慶
存
候
。
乍
然
扶
軒
右

　
之
通
不
快
二
罷
有
候
ヘ
ハ
、
今
少
御
延
引
候
而
御
出
可
被
下
候
。
奉
待
候
。
拙
者

　
儀
又
々
当
年
も
国
元
へ
致
供
候
筈
二
御
坐
候
処
、
御
元
ニ
て
当
年
ハ
致
在
府
候

　
『
間
、
御
出
被
下
候
ハ
ヽ
可
得
御
意
と
大
慶
存
候
。
去
年
中
も
何
と
ぞ
御
見
舞
申
候

　
て
得
御
意
度
、
神
以
心
懸
罷
在
候
処
、
遠
方
通
行
勤
ニ
い
た
し
、
毎
日
く
無
休

　
息
体
二
相
勉
候
而
、
心
外
之
御
無
音
背
本
意
奉
存
候
。
利
大
失
殿
思
召
も
気
之
毒

　
千
万
二
存
候
。
其
以
御
用
捨
可
被
下
候
。
内
々
被
仰
遣
候
巻
物
之
儀
、
何
と
そ
同

　
名
相
認
候
而
進
し
申
度
由
申
候
而
罷
有
候
処
、
近
年
筆
無
価
二
罷
成
、
且
又
藤
介

　
義
ハ
、
只
今
榊
原
式
部
大
輔
様
被
召
出
相
勤
罷
有
、
是
又
遠
方
旁
一
円
得
隙
不

　
申
、
旁
以
延
引
罷
成
候
。
い
か
様
ニ
も
い
た
し
、
と
か
く
御
帰
国
前
ニ
ハ
致
出
来

　
候
様
ニ
い
た
し
可
串
候
間
、
左
様
御
心
得
可
被
下
候
。
他
へ
頼
候
儀
ハ
い
か
Ｎ
ニ

　
存
候
故
、
覚
書
ハ
乍
悪
筆
拙
者
相
認
置
申
候
。
麓
筆
な
か
ら
血
豚
之
も
の
相
認
候

　
而
能
可
有
之
や
と
存
、
右
之
通
御
坐
候
間
、
左
様
御
心
得
可
被
下
候
。
今
日
ハ
幸

　
致
在
宿
居
候
二
付
、
乍
早
々
右
御
報
如
此
御
座
候
。
同
名
方
方
も
追
付
及
御
報
可

　
申
候
間
、
御
国
元
へ
も
其
内
之
御
便
ニ
、
宜
御
通
達
可
被
下
候
。
心
事
尚
期
御
面

　
上
候
条
、
不
能
詳
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
五
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
君
（
花
押
）

　
　
　
　
柳
村
義
七
郎
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
（
袖
書
）
尚
々
御
風
呂
敷
致
返
進
候
。
以
上
。

　
　
・
。
（
添
書
）
尚
々
遠
方
被
入
御
念
御
使
、
・
殊
二
当
所
珍
敷
品
、
。
扶
軒
方
被
遣
之
、
’

‘
　
、
黍
不
浅
存
候
。
兎
角
其
内
貴
面
御
礼
等
可
得
御
意
候
。
内
々
之
一
書
延
引
候

。
で
段
、
背
本
意
気
之
毒
存
候
。
御
使
之
も
の
何
之
風
情
も
無
御
座
相
返
し
申
候
。

　
　
其
段
能
々
御
申
聞
可
被
下
候
。
以
上
。

　
義
七
郎
は
、
こ
の
書
簡
を
江
戸
で
受
け
と
っ
た
。
日
附
の
五
月
十
三
日
は
享
保
七

年
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
状
に
、
利
大
夫
か
ら
雅
房
に
鰹
節
を
贈
っ
た
こ

と
が
見
え
、
享
保
八
年
正
月
の
書
な
る
こ
と
の
明
ら
か
な
書
簡
�
に
、
「
去
夏
」
の

鰹
節
の
礼
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
判
断
せ
ら
れ
る
。

　
藤
介
の
名
が
は
じ
め
て
見
え
る
。
次
の
書
簡
�
の
筆
者
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、

藤
介
は
前
に
見
え
た
三
次
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
疑
う
。
書
簡
�
�
に
よ
る
と
三

次
郎
は
雅
房
の
養
子
で
、
雅
房
の
も
と
で
成
長
し
、
正
徳
四
年
元
服
し
た
。
そ
の
頃

手
跡
す
ぐ
れ
「
手
跡
一
通
ニ
て
も
ロ
す
き
可
成
哉
」
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
若
輩

ゆ
え
、
養
子
縁
組
の
「
願
」
は
見
合
せ
て
い
る
。
そ
こ
へ
雅
房
甥
の
高
橋
段
右
衛
門

が
引
取
ら
れ
て
、
や
が
て
正
式
に
養
子
に
な
っ
た
。
三
次
郎
は
結
局
養
子
に
は
な
ら

ず
独
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
手
跡
抜
群
で
独
立
さ
せ
て
も
不
安
は
な
い
と
雅
房
は
判

断
し
た
。
と
こ
ろ
が
本
書
簡
に
い
た
っ
て
、
「
藤
介
義
ハ
只
今
榊
原
式
部
大
輔
様
被

召
出
」
と
い
う
よ
う
に
、
突
然
に
藤
介
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。
榊
原
式
部
大
輔
政
邦

は
姫
路
城
主
で
、
藤
介
の
召
し
出
さ
れ
た
の
は
書
簡
�
に
よ
る
と
酉
の
年
（
享
保
二



年
）
で
あ
る
。
書
簡
�
に
よ
る
と
、
役
目
は
近
習
で
、
「
書
役
」
を
兼
ね
、
式
部
様

家
中
一
同
が
藤
介
の
（
書
の
）
弟
子
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
、
今
わ
た
く
し

が
年
次
順
に
掲
げ
つ
つ
あ
る
書
簡
に
お
い
て
、
藤
介
の
名
が
あ
ら
わ
れ
て
後
に
は
、

三
次
郎
の
名
は
絶
え
て
あ
ら
わ
れ
な
い
。
わ
た
く
し
が
藤
介
は
す
な
わ
ち
三
次
郎
か

と
疑
う
の
は
、
以
上
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
『
家
譜
』
は
藤
介
雅
武
は
雅
房
の
末
弟
で
あ
る
と
し
、
三
次
郎
に
は
全
く
ふ
れ
て

い
な
い
。
「
家
譜
」
の
い
う
ご
と
く
藤
介
が
雅
房
の
末
弟
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
藤
介

は
三
次
郎
で
は
あ
り
得
な
い
。
三
次
郎
元
服
の
正
徳
四
年
（
書
簡
1
3
）
は
、
雅
房
ら

の
浪
人
と
な
っ
た
元
禄
二
年
か
ら
数
え
て
も
二
十
五
年
の
後
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
た
く
し
の
疑
い
が
当
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
『
家
譜
』
の
雅
房
・
藤
介
を
兄
弟
と

す
る
の
は
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
家

譜
』
に
は
、
別
に
拠
る
所
が
あ
っ
た
で
も
あ
ろ
う
と
考
え
て
、
わ
た
く
し
は
し
ば
ら

く
『
家
譜
』
の
説
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
書
簡
に
「
被
仰
遣
候
巻
物
」
　
「
覚
書
」
の
こ
と
が
見
え
、
添
書
に
は
「
内
々

之
一
書
」
の
語
か
お
る
。
こ
の
三
者
は
同
一
の
も
の
を
さ
す
と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
書
簡
�
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
。

　
　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
七
年
九
月

一
筆
致
啓
上
候
。
其
後
者
御
遠
々
敷
罷
過
候
。
其
許
無
御
別
条
弥
御
堅
固
可
被
成

御
坐
、
珍
重
之
至
奉
存
候
。
此
表
親
類
中
無
相
替
義
、
扶
軒
も
達
者
二
罷
在
候
。

三
右
衛
門
も
首
尾
好
相
勤
申
候
。
貴
意
安
思
召
可
被
下
候
。

一
、
此
度
御
同
名
儀
七
郎
殿
、
此
地
へ
被
成
御
詰
候
由
、
及
承
候
へ
と
も
、
彼
是

取
込
未
御
見
廻
も
不
仕
候
。

一
、
去
年
三
月
之
御
連
札
致
拝
見
候
。
拙
者
儀
毎
度
御
尋
、
歩
奉
存
候
。
私
儀
も

去
ル
酉
ノ
年
榊
原
式
部
大
輔
方
へ
被
呼
出
、
首
尾
好
相
勤
申
候
。
御
心
安
思
召
可

被
下
候
。
此
段
も
早
々
以
書
中
可
申
上
候
処
、
用
事
繁
致
何
角
延
引
仕
候
。
式
部

大
輔
方
に
て
格
式
等
も
よ
ろ
し
く
、
尤
騎
士
の
格
ニ
て
相
勤
申
候
。
段
々
首
尾
好

一
　
一
三
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
‐
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
匈
－
（
小
関
）

　
罷
有
候
。
此
度
三
右
衛
門
方
方
御
報
旁
得
御
意
候
由
申
候
付
、
相
頼
如
此
御
坐

　
候
。
連
名
二
可
中
上
候
得
共
、
屋
敷
隔
り
候
て
罷
有
候
聞
、
以
別
帚
申
上
候
。
無

　
別
条
候
付
、
早
々
得
貴
意
候
。
猶
期
後
音
之
時
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
寅

　
　
　
　
　
九
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
藤
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
武
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
柳
村
利
大
夫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
御
中

　
　
　
（
袖
書
）
猶
以
従
同
名
方
委
細
得
御
意
候
間
、
不
能
巨
細
候
。
以
上
。

　
藤
介
の
書
簡
は
こ
の
一
通
の
み
。
寅
は
享
保
七
年
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
書
簡
は
実

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
筆
跡
は
さ
す
が
に
美
し
い
。
）

　
　
　
書
　
簡
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
八
年
正
月

鍛
治
橋
御
屋
敷
二
而
承
合
、
誰
レ
成
と
も
相
頼
可
申
と
一
筆
致
啓
上
候
。
先
以
新

１
　
之
御
慶
千
里
同
風
申
治
候
。
其
御
地
貴
様
御
家
内
御
揃
御
堅
固
二
可
被
成
御
加

歳
と
、
珍
重
不
過
之
奉
存
候
。
於
宿
毛
斉
原
九
郎
右
衛
門
無
事
加
年
可
致
と
悦
中

候
。
是
も
去
々
年
後
文
通
無
御
座
候
。
当
方
何
も
息
災
致
重
歳
候
間
、
可
貴
意
易

候
。

一
、
去
々
年
後
度
々
御
細
書
と
も
被
下
候
処
、
三
右
衛
門
儀
ハ
甲
府
へ
毎
々
罷

越
、
且
ハ
類
焼
旁
二
而
、
御
応
も
不
中
背
本
意
申
候
。

一
、
御
同
姓
儀
七
郎
殿
御
成
長
、
貴
様
儀
近
年
耳
遠
ク
御
成
候
故
、
儀
七
郎
殿
ヲ

名
代
御
願
候
処
、
早
速
相
済
、
去
々
年
ハ
御
役
儀
被
仰
付
御
出
府
之
由
、
此
方
へ

も
度
々
預
御
使
、
殊
去
夏
ハ
見
事
之
鰹
節
等
預
御
音
信
、
斑
御
厚
志
共
番
奉
存

候
。
自
是
御
使
さ
へ
不
得
御
意
、
御
帰
国
之
節
も
不
存
体
、
心
外
之
事
二
御
座

候
。
長
々
御
在
府
首
尾
能
御
勤
被
成
候
由
、
目
出
度
存
候
。

一
、
去
五
月
十
八
日
頃
、
儀
七
郎
殿
方
預
御
使
、
其
節
扶
軒
儀
寒
熱
之
往
来
在

之
、
打
臥
居
候
二
付
、
若
御
出
候
而
も
不
懸
御
目
程
ニ
て
ハ
残
念
と
存
、
一
両
日



一
　
一
四
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

御
延
引
、
追
而
御
出
被
下
候
様
ニ
と
申
進
候
牛
。
尤
本
復
次
第
自
是
御
案
内
ニ
て

も
可
中
入
と
存
居
候
処
、
病
気
逐
日
重
ク
、
十
九
日
廿
日
二
至
前
後
ヲ
忘
候
故
、

拙
者
も
旦
那
へ
願
を
立
候
而
、
五
月
廿
日
吉
引
込
、
昼
夜
致
看
病
候
体
、
入
ｓ
＼
ノ
も

一
服
二
三
分
又
ハ
其
余
入
、
一
日
二
二
三
服
ツ
ヽ
用
、
或
ハ
独
参
湯
二
而
介
申

体
、
千
死
一
生
之
病
脳
二
而
、
何
も
致
忘
却
罷
在
候
所
、
漸
去
冬
二
至
候
而
段
々

得
快
気
、
無
難
致
越
年
、
此
節
別
而
肥
立
申
事
二
御
座
候
。
右
之
通
故
、
御
報
も

猶
又
延
引
、
儀
七
郎
殿
へ
も
不
得
御
意
御
帰
国
之
段
、
別
而
く
残
念
至
極
御
坐

候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
　
　
　
’
・

一
、
去
々
年
中
ハ
先
祖
書
之
儀
被
仰
下
、
早
速
祖
認
可
進
処
、
三
右
衛
門
儀
甲
府
『

べ
罷
越
、
彼
是
之
営
二
攻
紛
翠
延
引
、
思
召
も
致
迷
惑
候
。
右
書
付
ハ
去
秋
や
う

く
藤
介
二
相
認
ざ
せ
候
得
共
、
御
返
１
　
相
調
候
事
成
兼
申
候
付
、
猶
又
延
引
、
’

尤
右
巻
物
も
何
と
そ
扶
軒
相
認
進
し
度
存
念
故
。
一
’
日
く
と
遅
引
｛
背
本
意
申

　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
！

候
。
此
度
進
申
候
間
、
御
受
取
可
被
下
候
。
無
間
違
早
く
相
届
候
へ
か
し
と
存

候
。

一
、
其
元
方
も
度
々
乍
例
御
細
書
被
下
、
懸
御
目
候
様
二
存
悦
申
候
。

一
、
藤
介
儀
御
尋
被
下
、
近
年
榊
原
式
部
大
輔
様
へ
被
召
出
、
御
近
習
相
勉
中

候
。
尤
書
役
兼
候
而
居
候
故
、
一
円
不
得
隙
候
。
今
度
自
筆
之
書
状
並
先
祖
書
巻

物
、
真
文
字
ハ
藤
介
二
認
さ
せ
申
候
。
御
覧
可
被
成
候
。
式
部
様
十
五
万
石
之
家

中
、
国
江
戸
と
も
ニ
、
式
部
様
御
意
二
而
、
藤
介
弟
子
二
成
申
候
。
首
尾
能
勤
役

仕
候
。

一
、
儀
七
郎
殿
此
方
愚
宅
へ
御
出
之
儀
御
用
捨
之
由
、
仝
左
様
之
儀
ニ
て
無
之
、

却
而
残
念
二
存
候
。
重
而
御
在
府
二
面
候
ハ
ヽ
、
可
預
御
尋
候
。
三
右
衛
門
儀
前

体
二
相
勤
中
候
。
御
察
之
通
表
向
殊
之
外
は
れ
ケ
間
敷
、
禄
二
不
相
庖
之
役
被
申

付
候
而
、
内
証
至
極
及
困
窮
申
候
。
乍
然
官
斗
八
本
望
二
存
候
。

一
、
去
々
丑
三
月
四
日
、
大
風
急
火
二
而
難
遁
類
焼
、
時
節
悪
敷
候
而
、
家
財
も

武
具
当
分
之
着
類
迄
残
り
候
而
、
其
外
焼
失
、
其
上
早
速
小
屋
長
屋
も
不
相
渡
候

故
、
父
子
別
々
ニ
自
分
小
屋
小
屋
懸
等
い
た
し
、
今
以
双
方
右
之
小
屋
二
居
中
候

体
、
旁
以
大
困
窮
筆
紙
難
中
恚
候
。

一
、
加
持
之
由
緒
此
度
も
委
被
仰
下
、
審
二
拝
見
、
番
存
候
。
扨
鹿
持
之
儀
、
成

ほ
と
修
理
様
之
御
状
二
御
座
候
。
右
御
状
此
方
二
御
坐
候
間
、
見
合
中
候
。
何
と

そ
鹿
持
二
仕
度
も
の
ニ
御
座
候
へ
共
、
当
時
も
加
持
を
数
年
用
来
候
而
改
か
た
く

御
座
候
。

一
、
定
紋
之
儀
、
委
細
致
承
知
候
。
此
方
二
而
八
二
品
付
申
候
。
藤
氏
ハ
皆
桐
ニ

て
候
故
、
五
七
ノ
桐
と
鳳
凰
ノ
丸
用
申
候
。
飛
鳥
井
ハ
鳳
駐
ノ
丸
本
紋
ニ
て
御
座

候
。
向
鶴
之
由
仰
被
下
候
へ
共
、
当
時
も
本
家
・
ニ
て
は
右
之
通
御
座
候
。
向
鶴
。
ニ

よ
く
似
た
る
も
の
二
御
座
候
。
尤
六
郎
兵
衛
付
申
候
巴
ノ
字
相
印
二
用
申
候
。
’
・

一
、
旦
那
へ
差
出
候
親
類
書
先
祖
書
ハ
、
家
風
二
而
高
祖
父
祐
書
出
し
申
候
ニ

付
、
十
二
ヵ
年
以
前
二
書
出
七
申
候
。
高
祖
父
曽
祖
父
祖
父
段
々
・
’
一
書
付
、
委
細
。

土
仕
差
出
候
。
尤
当
然
之
親
類
等
も
悉
ク
記
申
候
。
貴
様
儀
ハ
勿
論
書
出
申
候
。

今
度
思
召
之
趣
委
ク
被
仰
下
得
其
意
奉
存
候
。
又
重
而
改
メ
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
認

直
し
可
申
候
哉
。
安
並
忠
兵
衛
之
儀
、
五
六
年
以
前
二
被
果
候
。
只
今
ハ
縁
者
之

内
二
相
懸
之
も
の
御
座
候
由
二
而
、
養
子
被
致
家
督
相
続
、
伊
賀
に
居
住
ニ
て
御

坐
候
。
今
十
ヶ
年
余
も
過
不
申
候
ヘ
ハ
、
当
地
ヘ
ハ
不
被
参
由
二
候
。
和
泉
守
様

御
力
番
衆
へ
承
候
処
、
今
以
八
百
石
二
而
御
座
候
由
被
申
候
。

一
、
於
土
州
加
持
之
由
緒
外
二
無
御
坐
、
貴
様
二
限
中
候
処
、
外
名
二
而
被
成
御

坐
候
二
付
、
時
節
を
以
御
改
可
被
成
之
旨
、
御
尤
之
儀
二
御
座
候
。
拙
者
共
儀
当

所
二
隔
り
罷
在
候
へ
、
御
矢
倉
帖
之
筋
目
及
断
絶
、
気
之
毒
二
御
座
候
間
、
早
々

御
改
被
成
可
然
奉
存
候
。
左
候
ヘ
ハ
爰
元
二
而
も
心
強
く
、
御
由
緒
愉
二
相
見
悦

申
事
二
御
座
候
。
時
節
御
考
被
成
候
内
段
々
延
引
二
成
可
中
候
間
、
当
夏
の
中
御

改
号
可
然
存
候
。

一
、
儀
七
郎
殿
へ
も
以
別
紙
可
得
御
意
候
得
共
、
状
か
さ
高
二
罷
成
申
候
二
付
、

此
度
不
能
別
書
候
。
去
夏
中
も
不
得
御
意
、
残
念
至
極
御
座
候
。
近
年
之
内
又
々

御
出
府
被
成
候
ハ
ヽ
、
其
節
ハ
必
々
御
出
可
被
下
候
。

一
、
利
大
夫
様
御
内
方
様
へ
も
御
加
筆
之
御
礼
旁
、
く
れ
く
可
然
御
心
得
可
被



　
下
候
。
扶
軒
妻
も
、
御
三
所
様
へ
く
れ
く
宜
申
進
度
由
中
事
御
座
候
。

　
一
、
先
祖
申
伝
之
一
巻
ハ
、
藤
介
儀
も
不
得
手
透
、
扶
軒
儀
ハ
大
病
後
二
而
御
坐

　
候
二
付
、
他
へ
頼
候
儀
も
い
か
ゝ
二
存
候
故
、
悪
筆
な
か
ら
三
右
衛
門
相
認
進
申

　
候
。
悪
筆
却
而
い
か
ゝ
ニ
而
御
座
候
へ
共
、
血
豚
之
執
筆
に
て
ょ
く
候
ハ
ん
か
と

　
存
候
。
然
共
書
面
見
苦
敷
い
か
ゝ
ニ
思
召
候
ハ
ヽ
、
埠
而
可
被
仰
下
候
。
又
々
見

　
合
手
透
之
節
、
相
頼
藤
介
二
成
共
相
認
さ
せ
可
申
候
。

　
一
、
三
右
衛
門
儀
ハ
被
仰
下
候
通
、
甲
府
へ
度
々
交
代
仕
候
。
常
住
ハ
江
戸
二
而

　
御
坐
候
。
当
役
ハ
甲
府
勝
手
之
も
の
無
御
坐
、
若
役
義
も
替
候
ハ
ヽ
、
甲
府
勝
手

　
可
罷
成
も
難
斗
御
坐
候
。
何
と
そ
江
戸
住
宅
二
末
迄
罷
有
度
念
願
二
御
座
候
。
此

　
節
ハ
扶
軒
ハ
町
方
二
地
を
か
り
小
屋
懸
い
た
し
罷
在
、
三
右
衛
門
ハ
屋
敷
之
内
二

　
小
屋
懸
い
た
し
罷
在
、
両
小
屋
共
自
分
ニ
て
御
坐
候
二
付
、
扨
々
物
入
多
、
致
難

　
儀
候
。
類
焼
之
節
も
家
財
ハ
過
半
焼
失
候
へ
共
、
家
内
無
難
二
退
候
而
、
此
上
之

　
大
慶
二
而
御
座
候
。
度
々
御
細
書
被
下
候
処
、
色
々
様
々
之
儀
二
而
差
合
、
御
報

　
も
延
引
罷
成
候
段
、
御
免
可
被
下
候
。
此
度
も
鍛
治
橋
二
而
何
レ
ヘ
か
頼
可
申
と

　
相
認
候
へ
共
、
大
切
之
も
の
故
入
念
申
度
候
ヘ
ハ
、
と
か
く
遅
ク
成
り
可
中
哉
と

　
被
存
候
。
猶
追
々
可
得
御
意
候
。
此
書
状
相
届
申
候
ハ
ヽ
、
御
知
ら
せ
可
被
下

　
候
。
奉
頼
候
。
御
気
遣
敷
存
候
間
、
一
応
承
度
存
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
扶
軒

　
　
　
正
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
房
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
君
（
花
押
）

　
　
　
　
柳
村
利
大
夫
様

　
　
　
同
　
儀
七
郎
様

　
　
（
袖
書
）
猶
以
有
合
申
候
付
、
当
所
風
俗
の
た
は
こ
入
壹
ツ
、
三
右
衛
門
方
力

　
　
御
音
信
仕
候
。
尚
追
々
御
左
右
可
承
候
。
以
上
。

　
こ
の
書
状
は
享
保
八
年
の
正
月
の
も
の
。
「
去
々
丑
三
月
四
日
大
風
急
火
二
而
」

な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
利
大
夫
父
子
は
こ
の
時
高
知
に
あ
る
。

一
　
一
五
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
固
―
（
小
関
）

　
利
大
夫
は
、
加
持
よ
り
も
鹿
持
と
書
く
か
望
ま
し
い
こ
と
、
自
家
の
姓
柳
村
を
時

節
を
待
っ
て
鹿
持
に
改
め
た
い
こ
と
、
家
紋
は
向
鶴
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
江
戸
の

同
族
に
言
い
送
っ
た
と
見
え
る
。
六
郎
兵
衛
な
き
今
、
彼
は
一
族
の
長
者
で
あ
り
、

家
の
伝
統
の
意
識
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
家
紋
に
つ
い
て
の
利
大
夫
の
考
え
は
、
書
簡
吻
に
見
え
、
そ
れ
に
対
す
る
江
戸
加

持
氏
の
意
見
か
、
本
書
簡
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
に
鹿
持
雅
澄
が
鳳
凰
の
丸
を
家

紋
と
し
て
用
い
た
の
は
、
こ
の
書
簡
�
の
所
説
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
加
持
か
鹿
持
か
。
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
に
は
、
鹿
持
村
・
鹿
持
川
と
あ
る
。
前

掲
山
内
修
理
大
夫
の
書
状
に
は
「
鹿
持
仁
右
衛
門
と
の
」
と
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
姓

を
鹿
持
と
書
い
た
も
の
は
見
出
し
が
た
く
、
六
郎
兵
衛
は
書
簡
叫
師
で
、
「
加
持
六

郎
兵
衛
」
と
署
し
て
い
る
。
利
大
夫
以
後
の
柳
村
家
の
墓
標
の
文
字
も
、
「
柳
村
惟

恒
後
妻
墓
」
の
ほ
か
は
す
べ
て
加
持
で
あ
る
。
義
七
郎
以
後
の
柳
村
家
の
人
々
は
、

加
持
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
鹿
字
に
は
執
着
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
柳
村
を
鹿
持
と
改
め
た
い
と
の
利
大
夫
の
望
み
は
、
玄
孫
雅
澄
に
い
た
っ
て
実
現

さ
れ
る
。
こ
の
件
に
つ
き
雅
澄
は
、
そ
の
『
覚
』
　
（
飛
鳥
井
雅
四
氏
蔵
）
に
、

　
　
（
文
政
）
十
二
丑
年
十
二
月
十
八
日
、
先
祖
本
姓
鹿
持
二
而
御
座
候
処
、
中
世

　
　
無
披
相
障
儀
御
座
候
を
以
、
当
時
外
姓
之
名
字
柳
村
ト
相
唱
未
申
候
。
然
二
此

　
　
節
二
至
り
何
等
之
差
岡
も
無
御
座
候
二
付
、
本
姓
二
相
革
中
度
、
且
爾
来
之
名

　
　
内
々
差
岡
之
訳
を
以
、
藤
太
ト
相
革
中
度
段
奉
願
、
彼
是
御
聞
届
被
仰
付
之
。

と
記
し
、
ま
た
『
報
本
論
』
に
は
、

　
　
文
政
十
二
年
己
丑
十
二
月
十
八
日
、
予
官
に
請
て
鹿
持
の
称
号
に
革
む
。
こ
れ

　
　
旧
を
存
す
る
志
あ
る
の
み
に
は
あ
ら
す
。
先
祖
の
遺
言
も
黙
し
が
た
け
れ
ば
な

と
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
去
秋
」
す
な
わ
ち
享
保
七
年
秋
に
、
藤
介
に
認
め
さ
せ
た
先
祖
書
と
、
こ
の
た

び
三
右
衛
門
雅
君
の
写
し
た
「
先
祖
申
伝
之
一
巻
」
と
を
、
書
状
と
と
も
に
差
出
す

と
い
う
こ
と
が
見
え
る
。
「
無
間
違
早
く
相
届
候
へ
か
し
」
　
「
大
切
之
も
の
故
入
念



一
　
一
六
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

申
度
」
と
あ
る
が
、
本
書
状
と
と
も
に
利
大
夫
の
手
許
に
届
い
た
は
ず
で
あ
る
。
利

大
夫
は
、
加
持
正
統
の
人
の
筆
に
成
る
そ
の
よ
う
な
書
き
物
を
欲
し
た
の
で
あ
ろ

　
わ
た
く
し
は
先
年
刈
谷
正
勝
氏
宅
に
お
い
て
、
『
土
佐
一
条
殿
伝
記
並
我
等
先
祖

覚
』
と
題
す
る
巻
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
第
一
に
、
前
に

書
簡
㈲
に
関
連
し
て
安
並
忠
兵
衛
に
つ
い
て
述
べ
た
際
に
、
『
家
譜
』
備
考
所
掲
の

　
「
旧
記
」
の
文
を
引
０
　
て
お
い
た
が
、
「
旧
記
」
と
は
こ
の
巻
物
の
こ
’
と
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
ご
の
巻
物
は
、
他
書
に
見
え
ぬ
よ
う
な
特
別
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど

含
ん
で
い
な
い
が
、
た
だ
加
持
氏
と
安
並
氏
と
の
縁
故
に
つ
い
て
、
「
旧
記
」
と
全

ぐ
同
一
の
こ
と
を
述
べ
て
０
　
て
、
こ
れ
は
他
書
に
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
文
章

も
両
者
相
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
巻
物
の
「
種
替
之
兄
弟
也
」
か
「
旧
記
」
。
で
は

　
「
異
父
ノ
兄
弟
也
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
の
ご
と
く
で
、
・
、
「
旧
記
１
　
　
の
文
章
は
巻
物

の
文
章
を
と
と
の
え
た
も
の
と
見
て
誤
り
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
書
簡
�
に
い
う
「
先
祖
申
伝
之
一
巻
」
も
ま
た
こ
の
巻
物
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
巻
物
は
、
寛
文
元
年
に
加
持
弥
五
左
衛
門
藤
原
雅
春
が
記
し

て
、
子
息
加
持
仁
右
衛
門
に
与
え
た
と
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
あ
と

に
、

　
　
先
祖
覚
書
此
方
二
在
之
候
を
写
進
候
。
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
美
濃
守
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
持
三
右
衛
門

　
　
　
宝
永
四
丁
亥
年
　
三
月
　
日

　
　
松
平
土
佐
守
様
御
内

　
　
　
　
　
柳
村
利
大
夫
殿

と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
別
紙
を
継
ぎ
足
し
て
別
筆
（
つ
ま
り
利
大
夫
の
手
）

で
、

　
　
右
証
文
写
先
年
従
加
持
三
右
衛
門
差
越
候
。
然
ハ
宗
伝
様
（
筆
者
注
・
山
内
一

　
　
豊
）
御
入
部
被
遊
候
節
ハ
山
内
之
御
苗
字
也
。
慶
長
十
年
之
比
松
平
土
左
守
様

　
　
　
ニ
御
改
被
遊
候
由
承
及
侯
。
弥
五
左
衛
門
被
召
出
候
時
分
ハ
御
先
苗
な
る
ゆ

　
　
　
へ
、
山
内
対
馬
守
殿
と
記
た
る
と
存
侯
。
古
人
ハ
様
之
宇
ヨ
り
モ
殿
文
宇
ヲ
尊

　
　
　
敬
二
用
侯
。
併
当
世
之
風
儀
ニ
ハ
如
何
布
候
得
共
、
不
被
改
古
筆
之
侭
、
尤
可

　
　
　
為
他
見
覚
書
二
而
ハ
な
け
れ
と
も
令
添
筆
候
皐
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
村
利
太
夫

　
　
　
　
享
保
八
年
契
卯
三
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
村
儀
七
郎
殿

　
と
あ
る
‥
こ
の
利
大
夫
の
添
昏
の
日
付
ば
、
書
笥
�
の
日
付
の
二
箇
方
ほ
ど
の
後
で

・
’
あ
る
。
書
簡
の
い
う
「
先
祖
申
伝
之
一
‐
巻
」
と
こ
の
巻
物
と
か
、
’
別
の
七
の
で
あ
る
．
　



記
事
か
、
ほ
ぼ
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
と
思
う
。

　
四
十
余
年
の
間
に
、
多
く
の
人
々
が
世
を
去
っ
た
。
貞
享
四
年
二
月
、
加
持
仁
右

衛
門
が
蕨
岡
で
歿
し
た
。
元
禄
十
一
年
十
一
月
、
加
持
左
次
右
衛
門
が
鴨
川
村
で
歿

し
た
。
宝
永
元
年
一
月
、
山
内
大
膳
亮
が
江
戸
で
歿
し
た
。
富
岡
孫
左
衛
門
の
死
も

同
じ
頃
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
宝
永
四
年
に
は
加
持
六
郎
兵
衛
が
宿
毛
に
お
い
て
長
逝

し
た
。
享
保
の
初
の
こ
ろ
六
郎
兵
衛
妻
が
後
を
追
う
た
。
こ
の
老
夫
妻
と
同
居
し
て

い
た
斉
原
太
左
衛
門
の
絶
命
も
、
そ
の
後
二
三
年
の
間
で
あ
る
。
安
並
忠
兵
衛
の
最

後
も
そ
の
頃
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
年
享
保
八
年
の
正
月
、
高
知
で
は
柳
村
利
大

夫
、
七
十
五
歳
、
耳
が
遠
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
妻
千
屋
氏
五
十
三
歳
。
子
息
義
七

郎
二
十
八
歳
、
父
の
代
勤
を
し
て
い
て
、
四
月
に
は
ま
た
江
戸
に
向
い
て
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
妹
い
し
は
十
五
歳
、
ま
だ
嫁
が
ず
家
に
い
た
。
江
戸
で
は
加

持
三
右
衛
門
雅
房
が
老
い
て
退
き
、
扶
軒
と
号
し
て
か
ら
数
年
に
な
っ
て
い
る
。
一

昨
年
の
火
災
の
あ
と
の
小
屋
掛
か
ま
だ
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
養
子
の
三
右
衛
門
雅
君

と
弟
の
白
川
三
右
衛
門
正
平
と
は
、
柳
沢
古
里
に
仕
え
、
加
持
藤
介
雅
武
は
榊
原
式

部
大
輔
に
仕
え
、
み
な
江
戸
に
住
ん
で
い
る
。

　
柳
村
家
の
あ
と
は
、
今
日
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
の
加
持
氏
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
か
。
東
京
都
の
電
話
帳
に
は
加
持
さ
ん
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
人

々
と
つ
な
が
り
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
は
、
ま
だ
そ
れ
を
た
ず
ね
る
こ
と
を

怠
っ
て
い
る
。

八
注

口剛
　
高
知
県
立
図
書
館
刊
「
長
宗
我
部
地
検
帳
」
　
（
幡
多
郡
・
上
の
二
）
の
解
説
で
、

　
関
田
英
里
氏
が
こ
の
人
物
に
ふ
れ
、
「
元
親
に
信
頼
さ
れ
た
有
力
な
一
領
具
足
の
指

　
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
想
像
さ
れ
る
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

悶
　
「
可
笑
記
」
に
も
、
貪
欲
を
憎
む
文
章
か
多
く
、
用
心
・
つ
つ
し
み
の
必
要
を
説

　
く
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

閣
　
「
旧
記
」
に
つ
い
て
は
書
簡
因
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
及
び
注
圈
で
ふ
れ
る
。

㈲
　
平
尾
道
雄
氏
「
長
宗
我
部
元
親
」
に
よ
れ
ば
、
「
長
元
記
」
に
、
長
宗
我
部
氏
の

　
旧
臣
で
藤
堂
大
学
に
仕
え
た
者
と
し
て
「
安
波
忠
兵
衛
　
二
百
五
十
石
」
を
挙
げ
て

一
　
一
七
　
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
－
鹿
持
氏
家
系
考
四
Ｉ
（
小
関
）

　
い
る
と
い
う
。

圓
　
こ
の
巻
物
は
、
雅
春
か
祖
父
飛
鳥
井
自
楽
（
雅
乳
）
及
び
父
関
内
（
右
京
進
の
別

　
名
で
あ
ろ
う
）
に
つ
い
て
述
べ
、
自
身
の
上
に
も
及
ん
だ
形
を
と
っ
て
い
る
。
正
確

　
で
詳
細
な
史
実
を
期
待
す
る
な
ら
、
全
く
裏
切
ら
れ
る
。
一
条
兼
定
か
追
わ
れ
た
際

　
に
、
自
楽
か
折
か
ら
痘
を
患
っ
て
い
た
三
歳
の
関
内
と
そ
の
母
を
残
し
て
、
国
外
に

　
立
ち
の
い
た
（
雅
澄
は
「
家
譜
」
で
雅
量
か
国
外
に
去
っ
た
と
す
る
の
は
、
俗
伝
の

　
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、
し
り
ぞ
け
て
い
る
。
）
と
い
い
、
一
条
内
政
か
最
後
に
京
都

　
に
上
っ
た
と
す
る
ご
と
き
、
信
を
置
き
が
た
い
と
こ
ろ
か
あ
る
。
激
し
い
転
変
の
時

　
代
で
も
あ
り
、
雅
春
も
そ
の
父
も
幼
く
し
て
父
に
別
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
正
確
な

　
史
実
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
雅
春
自
身
に
つ
い
て
は
「
元
親
（
島
津
陣

　
よ
り
Ｉ
筆
者
）
帰
国
以
後
、
飛
鳥
井
之
一
子
有
之
由
被
聴
及
、
我
等
六
歳
に
て
元

　
親
江
目
見
、
加
持
村
二
而
知
行
賜
。
検
地
帳
に
飛
鳥
井
虎
熊
と
有
之
は
我
等
童
名

　
也
。
後
号
加
持
弥
五
左
衛
門
与
。
」
「
慶
長
年
中
山
内
対
馬
守
殿
御
入
国
之
節
、
我
等

　
被
召
出
、
知
行
賜
候
。
」
と
あ
っ
て
、
も
う
少
し
詳
細
に
確
実
に
記
す
こ
と
か
で
き

　
そ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
自
身
の
こ
と
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
略
記
し
た
の
か
と
も
考

　
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
「
祖
父
自
楽
は
一
大
納
言
殿
と
申
た
る
と
承
候
。
父
関
内
三

　
歳
、
然
モ
乱
世
之
時
節
御
立
退
候
。
関
内
も
我
等
幼
少
之
内
二
討
死
被
仕
候
故
、
先

　
祖
之
系
図
不
存
候
。
自
楽
以
来
我
等
迄
三
代
は
、
当
郡
諸
人
明
白
二
存
事
候
。
時
代

　
久
敷
成
候
者
此
等
之
事
を
も
可
有
失
念
候
間
、
覚
書
遣
候
。
　
　
働
而
如
件
。
加
持

　
弥
五
左
衛
門
藤
原
雅
春
。
　
　
寛
文
元
辛
丑
年
　
　
加
持
仁
右
衛
門
殿
」
と
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
、
こ
の
書
は
雅
房
ら
か
曽
祖
父
に
託
し
て
書
い
た
も
の
か
と
も
、
疑
わ

　
な
い
で
は
な
い
。
特
に
こ
の
書
が
安
並
忠
兵
衛
に
つ
’
い
て
「
藤
堂
和
泉
守
殿
二
仕
、

　
知
行
八
百
石
賜
、
今
程
ハ
京
都
之
屋
鋪
預
居
候
由
、
致
書
通
候
」
と
言
っ
て
い
る
と

　
こ
ろ
は
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
藤
堂
高
久
か
和
泉
守
と
な
っ
た
の
は
承
応
三
年
で

　
あ
る
か
、
そ
の
襲
封
は
寛
文
九
年
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
は
寛
文
元
年
現
在
の
も
の
と

　
し
て
は
受
け
と
り
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
を
後
か
ら
の
挿

　
入
と
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
書
の
記
者
か
雅
春
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

　
か
。
「
内
々
」
の
語
を
軽
視
す
る
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
疑
問
を
存
し
て

　
お
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
巻
物
の
内
容
面
に
は
、
意
図
的
な
粉
飾
や
虚
構
は

　
見
出
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
。

㈲
　
書
簡
国
に
「
御
三
所
様
」
と
あ
る
の
は
、
利
大
夫
妻
と
義
七
郎
と
い
し
と
を
さ
す

　
と
考
え
、
い
し
を
未
婚
と
し
た
。
（
後
記
。
「
御
三
所
様
」
は
利
大
夫
夫
妻
と
義
七

　
郎
か
。
）

（
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
八
日
受
理
）

（
昭
和
五
十
四
年
二
月
　
七
　
日
発
行
）
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